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Memories～姉妹都市３０年の歩み

1971 年（昭和46年）

ボックス ーヒル市のリアー市長を迎え姉

妹都市提携を結ぶ

1974 年（昭和49年）

文化ホール内に姉妹都市コーナー開設

1981 年（昭和56年）

姉妹都市提携10 周年を記念して、中高

生英語スピーチコンテストが始まる

1986 年（昭和61年）

市立松戸高校からクーナン高校への短期

留学が始まる

1989 年（平成元年）

クーナン高校一行15 人が市立松戸高校

との交流のため初来松

松戸市で姉妹都市提

ユーカリの種が

海を越え

て

ホワイトホース市

つてどんなところ？
ホワイトホース市はビクトリア州都

メルボルンの東約１５kmに位置し、メル

ボルンへ通勤する人が数多く住んでい

ます。市域はゆるやかな丘の上にあり、

緑豊かな、オーストラリアでも最高の

住環境をもつ住宅都市の一つです。

人口　143,000 人

面積　64.3km (松戸市は6133㎡)

気候　日本のように四季があり、温暖な

気候。ただし、南半球なので季節

は日本と逆

食事　海が近くオイスターなどの魚介類

がおいしい。一般家庭では英国的

な肉料理が中心

パース

●
ホワイトホース

キャンベラメルボルン

人口 と世帯　5月1日現在

人口466,015 人 ［+1,324］

男235,041 人 ［+ 684
八J

男235,041 人 ［+  684 ］

女230,974 人 ［+  640 ］前

世帯184,451世帯［＋1,069］

主 な 内 容

在宅 介護を応援 します

児童手当 のお知 らせ　　　　 ②

人権擁護委員制度をご存じですか③

みんなで支 える国民健康保険④

老 人保健 制度

この夏もハチにご用心　　　 ⑤

情報チャンネル　　　　　 ⑥⑦

３０周年記念式典を開催 ．Ｉ

発行：松戸市　編集：総務企画本部広報課

〒271-8588　 松戸市根本387-5

TEL.047-366-1111　FAX.047-363-3200

e-mail mcity@intership.ne.jp

URL hltp:yyｗｗｗ.intership.nｅ.jp/matsudo/

松
戸
市
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ホ
ワ
イ
ト

ホ
ー
ス
市
（
旧
ボ
ッ
ク
ス

ー
ヒ
ル
市
）
が
姉

妹
都
市
提
携
を
結
ん
で
今
年
で
三
十
周
年
に

な
り
ま
し
た
。
提
携
の
き
っ
か
け
は
、
緑
化

の
た
め
ユ
ー
カ
リ
の
植
樹
を
考
え
て
い
た
松

戸
市
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
使
が
十
万
粒

の
種
を
取
り
寄
せ
て
く
れ
た
こ
と
で
し
た
。

５
月
1
1日
に
は
松
戸
市
で
姉
妹
都
市
提
携

三
十
周
年
記
念
式
典
が
催
さ
れ
、
ホ
ワ
イ
ト

ホ
ー
ス
市
か
ら
は
ボ
ー
イ
ー
市
長
を
代
表
と

す
る
三
十
八
人
が
出
席
。
2
1世
紀
に
お
け
る

さ
ら
な
る
友
好
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

問
市
民
環
境
本
部
企
画
管
理
室
（
文
化
国
際

担
当
）
電
話
3
6
6
・
7
3
1
0

1994 年 （平 成6 年 ）

ボ ッ ク ス ・ ヒ ル 市 が 隣 接 す る ヌ ナ ワ デ ィ

ン グ 市 と 合 併 ， ホ ワ イ ト ホ ー ス 市 と な る

1996 年 （平 成8 年 ）

ホワイドホース市で姉妹都市提提携5周

加記念式典を開催。松戸市からは川井市長

ら が 出 席 し ， 姉 妹 都 市 再 調 印 を 行 う

1997 年 （平 成9 年 ）

文 化 ホ ー ル 内 姉 妹 都 市 コ ー ナ ー が 改 修 オ

ー プ ン

1998 年 （平 成10 年 ）

ホ ワ イ ト ホ ー ス 市 に な っ て 初 め て バ ッ キ

ン ハ ム 市 長 ら4 人 が 公 式 に 来 松

両市の友好を誓い記念品を交換

姉妹都市提携30周年記念メッセージ

松戸市長、市議会議員及び市民の皆様

私たちホワイトホース市民は、前身であるボックス・ヒル市から続く

姉妹都市提携が、ここに30周年を迎えたことを嬉しく思います。

ホワイトホース市議団が市民を伴って貴市を訪問したことは今回が初

めてであり、歴史的なことです。私たちは、貴市との友好関係を21世紀

においてさらに深める努力をし、また貴市からの訪間者の受け入れを引

き続き行うとともに。ホワイトホース市民の貴市への訪問を奨励するこ

とをここに宣言します。

すべてのホワイトホース市議員、職員及び全市民を代表して、本日私

たちを迎え入れてくださったことに心から感謝を申し上げます。

そして、本日この式典にご列席の皆様、松戸の皆様の今後ま

すますのご多幸とご発展をお祈りいたします。2001年5月11日 ホワイトホース市長　ビル・ボーイー

姉妹都市提携30 周年記念
オーストラリア　アートフェスティバル
問松戸駅周辺にぎわい剔出イベント実行委員会電話090-6346-8919

松戸市とホワイトホース市との姉妹都市提携30 周年を記念して、「オーストラリア

アートフェスティバル」が開かれます。

「国際交流を切り口とし 、松戸から新しい文化を発信しよう」というこのイベント。

メーンは大道芸のメッカ、オーストラリアの世界的に活躍している3組のパフォーマー

（大道芸人）と、日本を代表する5 組のパフォーマーとの競演です。さまざまなパフォ

ーマンスのほかにも、アボリジニ民芸品の展示即売、飲食ブース、スタンプラリーな

ど 、楽しいイベントがいっぱい。大勢の皆さんのお越しをお待ちしています。

日時…6月１５日金・16

日土各午前11時～午後

5時30 分

場所…松戸駅周辺 （①

西ロデッキ・ボックス

ヒル前②西口伊勢丹松

ヒル前②西口伊勢丹松キ・プラーレ前）

「友情の大樹」に
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在
宅
介
護
を
応
援
し
ま
す

～
介
護
保
険
外
の
サ
ー
ビ
ス

介
護
保

険
外

の
サ

ー
ビ
ス
と
し

て
、
次

の
事
業

を
実

施
し

ま
す
。

家

族

介

護

慰

労

金

支

給

介
護
保

険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用

せ

ず
に
、
家

族
の
人

が
介
護
を
行

っ
た
場
合

に
、
慰
労

金
を
支
給
し

ま
す

。

対

象
者
…
次

の
す

べ
て
に

あ
て

は

ま

る
人

を
介

護
し
て

い
る
人

①
要
介
護
４
ま
た
は
５
の
認
定
を

受

け
て

い
る
人

②

住
民
税

が
非
課
税
の
人

③
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
一
年
間

使
っ
て

い
な

い
人

支

給
額
：
十

万
円

（
年
額
）

（
８
月
申
請
受
付
予
定
）

マンション購入の
強引な電話勧誘にご注意１

軽

度

生

活

援

助

事

業

高
齢
者

が
日
常
的
に
自
立
し

た

生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
支
援
す

る
た
め
、
「
家
具
等

の
移
動

」
「
窓

ふ
き
」
や

「
普
段
使

っ
て

い
な

い

部
屋

の
清
掃
」
等

ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ

ー
に
は
頼
め
な

い
よ
う

な
暮
ら
し

の
お
手
伝

い
を
す

る
も
の
で
す
。

対
象
者
・：
次

の

い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

（
世
帯
）

①
七

十
五
歳
以
上

の
高
齢
者
世
帯

②
四
十
歳
以
上
で
介
護

保
険
該
当

の
単
身
世
帯

費
用
・
・
・
一
回
あ
た
り
百
円
（
た
だ

し
、
一
ヵ
月
に

一
回
、
一
時
間
を

限
度
と
し
ま
す
）

（
６
月
1
5
日
金
申
請
受
付
開
始
）

最近、マンション購入についての勧誘に関する相談が多＜寄せられ

ています。不動産業者から「話だけでも聞いて欲しい」と電話かあり、

自宅に訪問され、長時間の強引な勧誘と脅迫まがいの言動で契約を迫

られ、仕方なく手付金を払い契約をしてしまったというものです。

一度手付金を支払ってしまうと、解約になっても返金は難しくなり

ます。電話がかかってきたり、来訪されたときは 、

◆必要がなければ、ハッキリと断ること

◆会社名、住所、電話番号、担当者の名前を確認

すること

◆来訪されて脅迫的な言動や断っても長時間居す

わられたら、１１０番通報すること

問消費生活センター電話365―6565

徘

徊

高

齢

者

探

索

シ

ス

テ

ム

痴
ほ
う

に
よ
り
居
場
所

が
わ

か

ら

な
く

な
る
高
齢
者
に
、
電
波
発

信

機
を
持
っ
て
も
ら

い
、
行
方
不

明

に
な
っ
て
し
ま

っ
た
と
き
等
に

位

置
を
探
索
す

る
サ

ー
ビ
ス
の
利

用
料
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者
・
市
内
に
お
住
ま
い
の
俳

徊
行
動
の
あ
る
高
齢
者
を
介
護
し

て

い
る
家
族

助
成
率
：

住
民
税
課
税
世
帯

＝
登
録
料

・
利

用
料
の
四
五
％

住
民
税
非
課
税
世
帯

＝
登
録
料

・

利

用
料

の
九
〇
％

（
６
月
1
5
日
金
申
請
受
付
開
始
）

※
詳
し
く
は

お
問

い
合

わ
せ

を

問
高
齢
者
福
祉
課
登
3
6
6
・
７
３
４

ご 利 用 く だ さ い

休 日 夜 間 申 請 受 付 ボ ッ ク ス

～ 土 曜 ・ 日 曜 日 、 祝 日 、 夜 間 で も

住 民 票 ・ 戸 籍 謄 抄 本 の 申 請 が で き ま す

仕事などの都合で平日市役所にくることができない人のた

めに 、24 時間いつでも住民票や戸籍謄抄本の申請ができる

「休日夜間申請受付ボックス」を市内9ヵ所に設置しています。

設置場所

◇松戸駅東西連絡通路中央付近

◇常盤平・小金･小金原・六実一馬槁・新松戸・矢切・東部の

各支所の入口付近

申請できる書類

住民票・戸籍謄抄本（市内に本籍がある人）

申請できる人

本人まかは本人と同一世帯に属する人（戸籍の場合は同籍者）

用意するもの

児
童
手
当
６
月
期
分
を
支
給

し
ま
す
　
　
　
　
　

う

児
童

手

当

６

月

期

分

（
２
～

５

月

分

）

を

指

定

預

金

口

座

に

振

り

込
み
ま
す
。
６
月
‥
‥
１
１
日
月
以
降
に

受

け

取

っ
て

く

だ

さ

い

。

対

象
・：
①
1
2
年

度

現

況

届

を

期

間

内

に

提

出

し

、
引

き
続

き
受

給

資

格

が
あ

る
と

認

め
ら

れ

た
人

②
平

成
1
2
年

６

月

以

降

、
新

規

に

認
定

さ

れ
た

人

児
童
手
当
現
況
届
’
（
更
新
手

続
゛
に
つ

い
て

児
童
手
当
を
受
け

て
い
る
人
は

毎
年
６
月
中

に
「
児
童
手

当
現
況

届

」
を
提
出
し

な
け

れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ

の
届
け

は
、
毎
年

６
月

１
日
現
在

の
状
況

を
記

載
し

、
児

童
手
当
を
引
き
続

き
受

け
る
要
件

が
あ

る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

こ
の
届
け
の
提
出

が
な

い
と
、

６
月

分
以
降
の
手
当

が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す

の
で

ご
注
意
く
だ

さ

い
。

受
付
翊
問
・
：
６
月
１
日
（
金
）
～
2
9
日

金受
付
窓
口
・
：
児
童
福
祉
課

・
市
民

課

・
各
支
所

※
現
在
受
給
し
て
い
る
人
に
は
現

況
届

の
用

紙
を

送
付
し
ま
す
。

児
童
手
当
の
所
得
制
限
が
緩

和
さ
れ
ま
す
　
　
　

。

児
童
手
当

の
所
得

制
限
額
か
平

成
1
3
年
６
月
分
の
手
当
か
ら
緩
和

さ

れ
ま
す

。

今
ま

で
、
所
得

超
過

に
よ
り
児

童
手
当
を
受

給
す
る
こ

と
が
で
き

な

か
っ
た
人

も
支
給
対
象
ど
な

る

可

能
性

が
あ
り

ま
す
の
で
、
次

の

要
件
に

該
当
す

る
人

は
申
請
し
て

24 時間、受付中

◇返信用封筒（住所・氏名を記入し 、80

円切手を張る）

◇手数料（各1通につき、住民票300円・

戸籍謄本450円・戸籍抄本450円）

申請方法

申請書（住民票・戸籍謄抄本のみ）に必

要事項を記入して、返信用封筒 一手数料

を備え付けの封筒に入れて投かんしてく

ださい。申請の翌日（休日の場合は休み

明け）に処理し、ご自宅に郵送します。

問市民課整備係電話366-7340

く
だ

さ
い
。
な
お
、
児

童
手
当
は

申
請
し
た
月

の
翌
月

分
の
手
当

か

ら
支
給
対

象
と
な
り

ま
す
の
で
、

で
き

る
だ

け
５
月

中
に
申
請
を
し

て
く

だ
さ

い
。

要
件
・：
①
義

務
教
育

就
学
前

（
平

成
７
年
４
月

２
日
以
降
生
れ
）

の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
②
保
護
者

の
前
年

の
所
得

が
制
限
額
未
満
で

松戸市児童福祉懇話会委員を募集

あ
る
③
そ
の
他
、
児
童
手
当
法
に

定

め
ら
れ
た
支
給
要
件
に
該
当
す

る支
給
額
月
額
・
：
第
一
・
二
子
各
五

千
円

、
第
三

子
以
降
一
万
円

※
制
限
額
等
、
詳
細
に

つ
い
て
は

お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
児
童
福
祉
課
給
付
係
電
話
3
6
6
・
７

市では、これからの児童福祉サービスの総合的な展開を図

るための行動計画策定に向けて、市民の皆さんから意見や考

え方、提言等を得るために懇話会委員を募集します。

皆さんの応募をお待ちしています。

募集人数…2人

任期…委嘱の日から平成14年3月31日まで

応募資格…市内在住の人

申6月15日金〔必着〕までに、直接または郵送で「少子高齢

化や家族形態の多様化・小規模化、男女共同参画の浸透など

社会環境の変化と児童福祉」をテーマにした、1200 字程度

のレポートと住所・氏名・年齢・性別・職業・電話番号およ

び応募の動機を記入して、〒271-8588松戸市根本387の5

松戸市役所児童福祉課総務係(電話366―7347)へ

※提出された書類は返却しません。また、委員に選任された

人のレポートは公表することがあります。

あ
な
た
の
健
康

じ
ろ
う
こ
う

先

天

性

耳

瘻

孔

281

生
ま
れ
っ
き
耳
の
外
部
に
、

て
い
ま
す
。

ご
く
小
さ
な
穴
が
あ
い
て
い
る

人
が
い
ま
す
。
穴
は
耳
の
あ
ち
　

さ
わ
り
過
ぎ
る
と
腫
れ
る

こ
ち
に
で
き
ま
す
が
、
耳
の
前

上
方
に
最
も
多
ぐ
み
ら
れ
ま
す
。

先
天

性
耳

瘻
孔

と
い

い
ま
す
。

穴

の
入
り
囗
は
、
ま

っ
た
く

気
付

か
な

い
ほ
ど
小

さ
い
も
の

や
、
穴
の
周
り

が
へ
こ

ん
で

い

し
か
し
、
頻

繁
に
さ
わ

る
こ

と
で
指
先
な

ど
か
ら
細
菌

が
進

入

し
て
炎
症
を
起
こ
し
ま
す

。

以
前
は

春
や
夏

に
汗
を

か
く

こ
と

が
誘
因

と

い
わ
れ
ま
し

た

て
、
す
ぐ
分
か

る
も

の
な
ど
が
　

が
、
今
で

は
冬

で
も
過
剰
暖
房

あ
り

、
穴

の
中
は
袋
状
に

な
っ
　

な
ど

の
た

め
腫

れ
や
す
く

な
る

て
い
て
、
奥
行
き
も
一
～
二
㍉

か
ら
一
・
五
㌢
程
の
長
い
も
の

ま
で
あ
り
ま
す

。
形

状
も
単
純

な
棒
状
の
も
の
か
ら
ヽ
蛸
足
状

に
枝
分
か

れ
し

た
も

の
な
ど
さ

ま
ざ
ま
で
す
。

原

因家
族
内
に
発
生
す

る
こ
と

が

多
く
、
遺
伝

の
関
与

が
考
え
ら

れ
て

い
ま
す

。
胎
生

期
に
魚
の

鰓
に
当
た

る
部
分
が
消
失
せ
ず

残

っ
た
も

の
で
す
。
発
生
頻
度

は
欧
米
人
の

Ｉ
～
二
％

に
比

べ
、

日
本
人
は
五
～

一
〇
％

と
比
較

的
高

い
と

い
わ

れ
て

い
ま
す

。

普

通

は

心
配

な
い

穴

の
内
面

は
皮
膚
と
同
し
構

造
で

、
皮

脂
腺
や
汗

腺

が
存
在

し
、
袋
状

な
の
で
、
脂
や
汗

や

剥

が
れ
た
角
質

な
ど

が
溜
ま
り

や
す
く
な

っ
て

い
ま
す

。
時
に
、

白

い
分
泌

液
が
外
に
出
て
く

る

こ
と

も
あ
り

ま
す

が
、
多
く

の

場
合

、
心

配
あ
り
ま
せ
ん

。
耳

瘻

孔
を

持

つ
人

の
大

多
数

は
、

穴

も
小

さ
く
無
症
状
と

い
わ
れ

よ
う
で
す

。
ま
た
、
穴

が
袋
状

な

の
で

「
う

み
」

が
溜
ま
り

や

す
く
、
再
発

を
繰
り
返
す
こ

と

が
特
徴
と

い
え

る
で
し

ょ
う

。

頻

回

の

再

発

に

は
手

術

耳
瘻
孔

が
炎

症
を
起
こ
し

た

と
き

は
、
抗
生
物
質

や
消

炎
鎮

痛
剤

な
ど
を
使

い
ま
す

。
ひ
ど

い
と

き
は

切
開

排

膿
し

た
り

、

繰
り
返
す

再
発
に
悩

む
と

き
は

袋

ご
と
摘
出
手
術
を
し

た
り
し

ま
す

。
そ

の
傷
跡
は
今

で
は
目

立

た
ぬ
よ
う

に
工
夫

さ
れ
て

い

ま
す

。
症
状
が
出
た
ら
、
医

師
に
ご

相
談
く

だ
さ
い
。

（
松

戸
市

医

師

会

）
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ご 存 じ で す か　 人 権 擁 護 委 員 制 度

6月１日は人権擁護委員会が施行された日です

人　権　擁　護　委　員

委員名 住　所 電　話

有坂　星子 金ヶ作306 387ー5055

和田　康男 松戸新田18-4 362-7853

高橋　むつき 上本郷2334-6 367ー1404

鈴木　一夫 ニツ木144-2 341-0192

瀧田　泰子 上本郷3ﾜ30 362-2683

山田　英夫 小山265 362-8886

南雲　祥子 上本郷3212 362-5037

長谷川　智 馬橋1858 341-5231

上野　弘一郎 胡録台317-4 363-462

5
若林　桂子 ニツ木1688 3415―3840

大嶋　弘子 松戸1332 363-4639

人権擁護委員制度は、昭和23 年に政令に基づ

いて設けられた制度で 、国民の基本的人権を擁

護し見守るものです。

最近のわが国の人権状況を見ますと、同和問

題 一高齢者や女性・子どもの人権の問題など、

多種多様な人権問題があります。

法務省と全国人権擁護委員連合会では 、啓発

活動重点目標を「育てよう　一人一人の　人権

意識　～思いやる心が築＜新世紀～」と定め、

積極的な啓発活動を行っています。

人権擁護委員は、皆さんのご相談をお受けし

ています。相談は無料で、秘密は固＜守られま

す。右表の委員まで、お気軽にご相談＜ださい。

相談場所一日時については広報の相談一覧（毎

月25日号8面に掲載）をご覧ください。

問福祉事務所援護係電話366―7349

発市長

室

川井敏久

内外の交流

去

る
４
月
2
7日

、
鳥
取

県
倉

吉
市

に

「
鳥

取
二

十
世

紀
梨
記

念
館

」
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し

た

。

開
館

記
念
式

典
に

は
、
松

戸
市

が
二

十
世

紀
梨

誕
生

の
地
で

あ

る
こ

と

か
ら

、
発
見

者

の
松
戸

覚
之

助
氏

の
お
孫

さ
ん
、

松
戸

市
議

会
議
長

そ
し

て
私

か
お
招

き
を
受

け
ま
し

た

。

姉妹都市30 周年を記念しサクラを植樹

(21 世紀の森と広場)

「自分らしく」からはじめよう～女性に対する暴力とは

女 性 大 学 講 座 受 講 生 を 募 集

女性が受けるさまざまな暴力が、社会問題として取りあげられるようになってきました。

そこで、暴力の現実と背景、その根源にある家庭内での暴力の問題を学ぶことによって、女

性の自立を考える講座を開催します。

日　時 内　　容 講　　師

6/7木

14木

21木

28木

7/5木

12木

19木

ジェンダーと家族～ジェンダーとは～

家庭の中の暴カ

ドメステックバイオレンスとその背景

ドメスチックバイオレンスの社会問題化とシェル

ター運動

家族をめぐる法律の知識

結婚・離婚とさまざまなトラブルへの対処方法

私らしくからはじめよう～自己表現と人権意識～

私か私であるために～自己の尊厳を自己決定～

まとめ～講座を受けて（話し合い）

青山学院短期大学講師

藤田和美氏

神奈川県立かながわ女性センター

井出晶久氏

城西国際大学講師

高井葉子氏

弁護士

堀川末子氏

東京フェミニストセラピィセンター

野本律子氏

東京フエミニストセラピィセンター

平川和子氏

企画委員

ま
た
、
当
日
は
、
松
戸
市
梨

研
究
会
、
松
戸
民
謡
愛
好
会
、

松
戸
市
観
光
協
会
、
ま
つ
ど
観

光
大
使
の
皆
さ
ん
も
式
典
に
参

加
さ
れ
、
本
市
の
関
係
者
は
総

勢
九
十
二
人
と
な
り
ま
し
た
。

記
念
式
典
終
了
後
に
は
、
会

場
を
鳥
取
市
に
移
し
、
引
き
続

き
「
松
戸
覚
之
助
氏
感
謝
碑
」

の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
市
か
ら
鳥
取
県
に
ニ
ト
世

紀
梨
が
わ
た
っ
て
お
よ
そ
百
年

の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
が
、
鳥

取
県
の
皆
さ
ん
の
松
戸
覚
之
助

氏
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
、
そ
し

て
梨
に
対
す
る
熱
い
思
い
に
、

松
戸
市
を
代
表
し
て
精
一
杯
の

礼
を
尽
く
し
て
参
り
ま
し
た
。

鳥
取
県
に
は
、
当
時
の
梨
の

木
の
う
ち
三
本
が
ま
だ
現
存
し

て

お

り

、

今

回

の

訪

問

で

そ

の

穂

木

が
松

戸

市

梨

研

究

会

へ

贈

呈

さ

れ

ま

し

た

。

里

帰

り

し

た

二

十

世

紀

梨

が
再

び
松

戸

で

実

を

結

ぶ

日

が
楽

し

み

で

す

。

ま

た

、

国

際

交

流

で

は

、

松

戸

市

と

オ

ー
ス

ト

ラ

リ

ア

の
ホ

ワ

イ

ト

ホ

ー
ス

市

、

当

時

は

ボ

ッ

ク

ス

ー
ヒ

ル

市

で

し

た

が

、

両

市

が

姉

妹

都

市

の

提

携

を

結

ん

で

、

今

年

、

三

十

周

年

を

迎

え
ま
し
た
。
５
月
1
1
日
に
は
、

ホ

ワ

イ

ト

ホ

ー

ス

市

の

ボ

ー
イ

ー
市

長

を

は

じ

め
市

民

訪

問

団

三

十

八

人

を

松

戸

に

お

招

き
し

、

記

念

式

典

を

開

催

し

ま

し

た

。

姉

妹

都

市

の
調

印

は

、

昭

和

4
6年

５

月
1
2
日

の
こ

と

で
し

た

。

ち

ょ

う

ど

私

か

市

議

会

議

員

に

初

当

選

し

た

ば

か
り

の
こ

ろ
で

、

時間･‥午後1 時30 分～3 時30 分

会場…女性センターゆうまつど

定員…先着30人(保育あり、1歳10ヵ月以上で各回10人まで。費用はおやつ代1回200円)

申電話で公民館電話368-1214へ

江
戸
川
沿
川
整
備
基
本

構
想
を
策
定
し
ま
し
た

国

土

交

通

省

と

沿

川

の

四

都

県

士

九

市

区

町

で

構

成

す

る

江

戸

川

沿

川

整

備

基

本

構

想

策

定

妻

員

会

は

、

高

規

格

堤

防

と

沿

川

市

街

地

等

の

整

備

を

一

体

的

か

つ

計

画

的

に

進

め

る

た

め

、

江

戸

川

沿

川

整

備

基

本

構

想

を

策

定

し

ま

し

た

。

策

定

に

あ

た

っ

て

は

、

原

案

を

公

表

、

沿

川

に

お

住

ま

い

の

皆

さ

ま

か

ら

募

集

し

た

意

見

・

提

案

に

委

員

会

で

検

討

を

加

え

、

成

案

と

し

て

取

り

ま

と

め

ま

し

た

。

こ

の

構

想

は

、

左

記

の

窓

口

や

、

国

土

交

通

省

江

戸

川

工

事

事

務

所

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

で

閲

覧

で

き

ま

す

。

ま

た

、

窓

口

で

の

配
布
も
行
う
予
定
で
す
。

問
市
都
市
計
画
課
電
話

3
6
6・

７

３

７

２

、

県

都
巾
政
策
課
電
話

0
4
3 ・
2
2
3
・

３

３

７

８

、

国

土
父
通
省
江
戸
川
工
事
事
務
所
電
話
0
4
7

1
・
2
5
・
8
1
1
2

ホ
ー
ム
ペ
ー
ン
ア
ド
レ
ス

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
t
r
m
l
i
t
.
g
o
.
j
p
/
e

d
o
g
a
w
a
/

議
場

で
の
セ

レ
モ

ニ
ー

が
今
で
　
　

と
を

期
待
し

て

い
ま

す

。

も
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

あ
れ
か
ら
三
十
年
か
と
思
う

と
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
間
、
市
民
同
士
の
交

流
も
活
発
に
行
わ
れ
、
今
さ
ら

な
が
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

都
市
と
姉
妹
都
市
を
結
ん
だ
松

本
市
長
の
先
見
の
明
に
頭
が
下

が
る
思
い
で
す
。

二
十
一
世
紀
の
幕
開
け
の
年

に
、
梨
を
通
じ
て
の
地
域
間
交

流
が
生
ま
れ
、
ま
た
、
姉
妹
都

市
と
の
三
十
年
来
の
友
好
を
あ

ら
た
め
て
確
認
し
合
う
こ
と
が

で
き
、
大
変
意
義
深
い
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
内
外
の
交
流
が
若

い
人
た
ち
に
受
け
継
が
れ
、
将

来
に
わ
た
っ
て
続
い
て
い
く
こ

友
好
の

記
念
樹
キ
ラ
リ

風
薫
る

久

市 民 の 皆 さ ん の 声 を 直 接 お 聞 き す る た

め 、市 長 室 直 通 の フ ァ ク ス と 、市 長 専 用

の メ ー ル ボ ッ ク ス を 設 置し て い ま す 。

市 政 に 関 し て 感 じ て い る こ と や 建 設 的

な ご 意 見 を お 寄 せ ＜ だ さ い( で き れ ば 、

連 絡 先 を お 書 き添 え く ださ い) 。

FAX366-2301

メ ー ル ア ドレ ス

mayor.matsudo@intership.ne.jp

(4月末現在の受信件数)ファクス727件､メール502件

こ

ど
も
た
ち

が
自
分

の
可

能

性
を
信
じ
て
、
自
分

の
選

択
し

た
夢
に
向
か

っ
て
ま

っ
す

ぐ
に

進
む
こ
と

が
で
き
た

ら
素

晴
ら

し

い
で
す
ね
。
し

か
し
、
こ

ど

も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
で
は
、

あ
ら

ゆ
る
場
、

さ
ま

ざ
ま

な
分

野
で
男
女

の
固
定
的

な
イ

メ
ー

ジ
が
伝
え

ら
れ
、
こ

ど
も
た
ち

の
選
択
の
枠

が
狭

め
ら
れ
て

い

ま
す

。
こ
ど
も
た
ち
に

「
大
き
く
な

っ
た
ら
何
に
な
り
た

い
？

」
と

聞

い
た
と
し
ま
し

ょ
う

。
例
え

ば
、
男

の
子

が
「
パ
イ

ロ
ッ
ト
」

だ
と
し
た
ら
、
女

の
子

は
き
っ

と
「
ス
チ
ュ

ワ
ー

デ
ス

（
フ
ラ

イ
ト
ア
テ
ン

ダ
ン
ト
）」
と
答
え

る
で
し
ょ
う
。
日

ご
ろ
日

に
す

る
テ
レ
ビ
や
本
な

ど
で
は
、
多

く
の
場
合
、

パ
イ

ロ
ッ
ト
と

い

え

ば
男
性

が
、

フ
ラ
イ

ト
ア
テ

ン

ダ
ン
ト
と

い
え

ば
女

性
が
登

場
し

て
き
ま
す
。
そ
れ
を
見

て
、

男
女

の
仕
事

の
分
担

を
感
じ
取

り
、
無
垢
な
気
持
ち
で
同
性
の

大
人
に
憧
れ
る
こ
ど
も
た
ち
。

ま
た
、「
男

の
子

な
ら

パ
イ
ロ
ッ

ト
の
方
が

カ
ッ
コ
イ
イ
」
と
か
、

女
の
子
に
対
し

て
「
Ｏ
Ｏ

ち

ゃ

ん
は

カ
ワ
イ
イ

か
ら
ス
チ

ュ
ワ

ー

デ
ス
」
と

い
う

よ
う

に
、
周

囲
の
人
人

が
知

ら
ず
知

ら
ず
の

う

ち
に
仕
向
け

て
し

ま
っ
て

い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

例
と
し
て
職
業

の
選
択
を
あ

げ
ま
し
た

が
、「
男
は
こ
う

で
な

ホ ー ム ベ ー ン

http://www.intership.ne.jp/womens-c/yuu.matsudo/

メ ー ルyuu.matsudo@intership.ne.jp

問女性センターゆうまつど

電話364―8778 FAX364―7888

け
れ

ば
、
女
だ

か
ら
こ
う
で
な

け
れ

ば
」
と

い
う

男
女
の
固
定

的
な
イ

メ
ー
ジ
は
、
あ
ら

ゆ
る

分
野
で
発
信

さ
れ
続
け
て

い
ま

す
。
そ
し

て
、
こ

ど
も
は
大
人

が
期
待
す

る
男
女

の
イ

メ
ー
ジ

ど
お
り
に

振
る
舞
お
う
と
し
ま

す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
大
人

に
喜
ば
れ
、
誉
め
ら
れ
る
こ
と

を
知

っ
て

い
る
か
ら

で
す

。

人

が
自
分
を

意
識
す

る
と
き

に
、
そ

の
中

心
に
あ
る

の
は
「
男

で
あ
る
自
分
」
「
女
で
あ
る
自
分
」

で
し

ょ
う

。

私
た

ち
大

人

は
、

そ
う
し
た

「
男

・
女

」
に
こ
だ

わ
り
過

ぎ
て
い
る
の
か
も
し

れ

ま
せ
ん

。
そ
し

て
、
そ
の
こ
だ

わ
り
を
こ

ど
も
た
ち
に
も
無
意

識
の
内
に

押
し

付
け
て
は

い
な

い
で
し
ょ
う
か

。

「
男

だ
か

ら
、

女

だ
か

ら
」

と
、
こ
ど

も
が
自
分
の
可
能
性

を
狭
め
て
し
ま
わ
な

い
よ
う
に
、

パ
イ

ロ
ッ
ト
に

も
女
性

が
い
る

の
な
ら
、
そ
う

い
う
人

が
い
る

と

い
う
情

報
を

、
積
極
的
に
知

ら
せ

る
こ
と
も
必
要

で
す

。

社

会
に
お
け

る
男
女

の
偏
り

を
「
現
実
だ

か
ら
し

か
た
な

い
」

と
言

っ
て

済
ま
さ
ず
、
男
で

も

女

で

も

自

分

ら

し

く

あ

る
こ

と

、
可

能
性

は

無
限

に
あ

り
、

選
択
は
自
由

な
の
だ
と

い
う
こ

と
を
、
次

世
代

を
担
う
こ
ど

も

た
ち
に
し

っ
か
り
と
伝
え
て

い

く
こ
と

は
、
私
た
ち
大
人

の
責

任
で
は
な

い
で
し

ょ
う

か
。

Vol.2
素敵に生きる
ジェンダーフリー
こどもの可能性を
広げるために
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安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
た
め
に

み
ん
な
で
支
え
る
国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険
は
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
人
た

ち
全
員
が
保
険
料
を
出
し
合
い
、
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
の

医
療
費
に
充
て
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
は
、
加

入
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
健
全
に
運
営
さ
れ
る
も

の
で
す
。

近
年
医
療
費
は
、
加
入
者
の
高
齢
化
や
医
療
の
高
度
化
に
伴

い
年
々
増
加
し
て
い
る
た
め
、
国
民
健
康
保
険
の
運
営
は
大
変

厳
し
く
、
皆
さ
ん
の
保
険
料
負
担
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す

（
表
１
）
。

市
で
は
、
昨
年
度
の
倍
近
い
十
四
億
六
千
百
万
円
を
一
般
会

計
か
ら
特
別
に
繰
り
入
れ
し
、
保
険
料
の
引
き
上
げ
の
抑
制
に

努
め
ま
し
た
（
表
２
）
。

平
成
１３
年
度
の
納
入
通
知
書
は
６
月
中
旬
に
世
帯
主
あ
て
に

送
付
し
ま
す
の
で
、
納
期
限
内
納
付
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
保
険
課
電
話
3
6
6
・
7
3
5
3

国民健康保険は助け合いの制度です

国

民

健

康

保

険

料

は

保
険
料
は
医
療
費
分
と
介

護
保

険
分
を
合
算
し
た

も
の
と
な
り

ま

す
。
医
療
費
分
は
、
過
去

の
医
療

費
か
ら
翌
年
の
医

療
費
を
予
測
し
、

そ
こ
か
ら
医
療
機

関
で
患
者
が
支

払
う
金
額
（
一
部
負
担
金
）
を
差

し
引

い
た
額
と
、
国

の
負
担
金
等

を
差
し
引

い
て
算

定
し

ま
す
。
そ

れ
を
加
入
者

全
員

で
負

担
し

ま
す

の
で
、
医
療

費
が
増
加

す
る
と
保

険
料
も

あ
が
り

ま
す
。
ま
た
介
護

保

険
分

は
、
介
護

納
付
金
か
ら
国

の
負
担
金
等
を
差
し
引
い
て
算
底
、

そ

れ
を
四

十
歳
か
ら
六
十
四
歳
の

人
で
負

担
し

ま
す
。

平

成
1
3
年

度

の

保

険

料

率

を

改

定

▽
納

め

る
保

険

料
（
医

療

費

分

）

保
険
料

（
医
療
費
分
）

は
、
所

得
割
、
均
等
割
、
平
等
割

の
三

つ

に
よ
り
算
定
し
ま
す

。
三

つ
を
合

表1　医療費の比較

平成12年度予算

(千円)

平成13年度予算

(千円)

比較
(千円)
伸率
(％)

保険給付費 16,711,653 17,920,657 1,209,0047.2

老人医療費拠出

金
6,545,385 8,119,852 1,574,46ﾜ 24

.1

介護納付金 1,459,5ﾜ0 1,670,601 211,031 14.5

計
し
た
も

の
が
一
年
間

の
保
険
料

で
す
。
平
成
1
3
年
度
の
保
険
料
率

は
、
次

の
と
お
り
改
定

し
ま
し

た
。

※
保
険
料
限
度
額
（
医
療
費
分
）
は

一
世
帯
で
年
額
五
圭

二
万
円
で

す
。

医療費分

改定前 改定後

所得割 8.9896 9.02%

個人均等割 13,950円 17,500 円

世帯平等割 9,890円 11,300 円

▽
納

め

る
保

険

料
（
介
護

保

険

分

）保
険
料
（
介
護
保
険
分
）
は
所
得

割

、
均

等
割
の
二

つ
に
よ
り
算
定

し

ま
す

。
二
つ
を
合
計
し
た
も
の

が
一
年
間

の
保
険
料
で
す
。
平

成

1
3年

度
の
保
険
料
率
は
、
次
の
と

お
り
改

定
し

ま
し
た
。

※
保
険
料
限
度
額
（
介
護
保
険
分
）

は
一
世
帯
で
年
額
七
万
円
で
す
。

介
護

保
険
分
は
、
世
帯
主
が
国

表2　保険料引き上げ抑制金額

14.61億円
/

7.5億円　　7.5億円

平成13 年度平成11年度 平成12年度

(億円)

１５

１２

９

６

民

健
康

保
険
料
と
し
て
納
付
し

ま
す

。

介護保険分

改定前 改定後

所得割 0.74％ 0.92%

個人均等割 7,140円 8,450円

納

付

義

務

者
は

世

帯

主

国
民
健
康
保
険
料

は
世

帯
主

が

納
め
ま
す

。
世
帯
主

が
ほ

か
の
健

康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
場
合

も

同
じ
で
す

。

保

険

料

を

滞

納

す

る

と

保
険
料
を
納
期
限

か
ら
一
定

期

間
滞
納
す

る
と
特
別

な
場

合
を
除

い
て
被
保
険
者

証
の
返
還
や
資
格

証
明
書

の
交
付

、
保

険
給
付
の
一

時
差
し
止

め
等

を
行

う
こ

と
に
な

り
ま
す

。

○
保

険
料

の
納
付
は
、
口
座
振

替

で
。
申
し

込
み
用

紙
は
納
入

通
知
書

に
添
付
し

ま
す
。

○
国
保

を
や
め
る
と
き
は
、
市

役
所

・
支

所
の
窓
口
で
保
険
料

を
確

か
め
ま
し

ょ
う
。

国民健 康保 険会 計の状況

国民健康保険会計の運営は、非常に厳しい状況にあります。

医療費は老人加入者の増加により老人医療費拠出金が大き＜伸

びています。このことが国保財政に影響を与えています（表3

また歳入決算額にしめる保険料の割合が低下し 、繰入金に依

存する割合が年々高まっています（表4）。

表3　老人医療費拠出金と老人加入者（平均）の推移

老人医療費拠出金

(千円)

伸 率

(％)

老人加入者

(人)

伸 率

(％)

平成7 年度 4,368,132 17,990

平成8 年度 5,253,069 20.3 19,556 8 万

8.7平成9 年度 5,599,932 6.6 21,259

平成10年度 6,140,208 9.6 23,130 8.8

平成11年度
7,146,6

11

16

.4

25,069 8.4

出

産

費

の

貸

付

市
で
は
４
月
１
日
か
ら
、
出
産

費

の
貸
し
付
け
を
左
記

の
と
お
り

行

っ
て

い
ま
す

。

▽
貸
付

金

額
は

出
産
育
児

一
時
金
（
三

十
万

円
）

の
九
割
以
内

▽
貸
付

の

要
件

は

保

険
料
を

完
納
し

て

い
る
こ
と

を
条
件

に
、
以
下

の
ど
ち
ら
か

の

要
件
に
該
当
す

る
人

・
出
産

予
足
ま
で

１
ヵ
月
以
内

の

人・
妊
娠

四
ヵ
月
以

上
の
人
で
出
産

に
要
す

る
費

用
に
つ

い
て
、
医
療

機

関
へ

。
時
的
な
支
払

い
が
必
要

に

な
っ
た
人

▽
申

請
に

必
要

な

も
の

・
医
療

機
関
等
の

請

求
書
そ
の
他
の

書
類
・
母
子
健
康
手
帳

・
保
険
証

・
印
鑑

・
世
帯
主
名
義

の

銀
行
等
口
座
番
号

表4　歳入決算額内訳

歳入決算額

(千円)

内保険料

(千円)

構成比

(％)

内繰入金

(千円)

構成比

(％)

平成7年度 19,826,722 9,228,380 46.5 2,348,977 11.8

平成8 年度 21,146,586 9,734,698 46.0 2,501,10111.8

平成9 年度 21,741,

168

10,267,829 47.2 2,590,88ﾜ11.9

平成10年度 23,204,483 10,816,828 46.6 2,844,477 12.3

平成11年度 25,671,812 11,190,097 43.6 3,688,83914.4

納入通知書は6月中旬に送付します

六
十
五
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料

六

十
五

歳
以

上

の

人
へ

介

護

保

険

料
納

入

通
知

書

を

お
送

り

し

ま

す

。
送

付

は
６

月

中

旬

で

す

。

○

今
回
の
通
知
は
、
特
別
徴
収
（
年

金
天
引
き
）
以
外

の
人
に
６
月

か

ら
翌
年
３
月
ま
で
納

め
て
い
た
だ

く
介
護
保
険
料

の
ご
案
内
で
す

。

○
現
在
、
特
別
徴
収
で
仮
徴
収
を

さ
せ
て

い
た
だ

い
て

い
る
人

は
、

1
0月

か
ら
本
徴
収

と
な
り
ま

す
の

で

９
月
中
に
改

め
て
特
別
徴
収

通

知
書

の
ご
案
内
を
し
ま

す
。

○
支
払

い
方
法

で
口
座

振
替
を
さ

れ
て
い
る
人

は
、

指
定
さ
れ
た
口

座
か
ら
納
期
限
ご
と
の
引
き
落
と

し

と
な
り

ま
す
。

○
口
座

振
替
以
外

の
人

は
、
金
融

機

関
、
市

役
所

、
支
所

の
窓
口
で

納
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

○

一
部
の
人

で
1
0月

か
ら
特
別
徴

収

に
変
更

と
な
る
人
が

い
ま
す
。

そ

の
人

に
は
、
今

回
の
通
知
で
は

９
月

分
ま
で
の
介

護
保
険
料

の
ご

案

内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

1
0月

か
ら
特
別
徴
収
に
変
更
と

な
る
人
と
は
、
1
2年

度
に
転
入
し

て
き
た
人

、
ま
た
は
六
十
五

歳
に

な

っ
た
人
で
雑
所
得
と
な

る
年

金

を
受

給
さ
れ
て

い
る
人
な
ど
で
す

国

の

特
別

対

策
に

つ

い

て

1
3年
度

は
、
４
月

か
ら
９
月

ま

で
（
前
半
年
分
）
の
介

護
保
険
料

の

半
分
を
国

が
負
担
し

ま
す

。
こ

の

特
別
対
策

は
９
月

で
終
わ
り
と
な

り
ま
す

。

こ

の
た

め
、
1
0月

か
ら
翌
年

３

月
ま
で
（
後
半
年

分
）
の
介
護
保
険

料
は
国

の
負

担
が
な
く
な
る
た
め

前
半
年
分

の
倍
と
な
り
ま
す
。

問
保
険
課
電
話
3
6
6
・
7
3
5
3

※
半
成
1
3
年
1
0
月
以
降
の
低
所
得

者

（
収

入
が
生
活

保
護
基
準

の

一
・
二
倍
以
下
）
の
人
の
保
険

料

に
つ

い
て
は
松
戸
市

が
独
自

に
負
担
軽
減
策
（
保
除
萪

の
二
分

の
一
扶
助
）
を
講

じ
ま
す

。
詳
細

は
、
高
齢
者
福
祉
課
（
電
話
3
6
6
・
７

３
４
６

）
に
お
問

い
合

わ
せ
く

だ
さ

い
。

○
月

が
替
わ
っ

た

ら
医
療
機

関

に
保
険
証
を
提

示
し

て
く
だ
さ

い
。
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70歳以上の人が対象です

老人保健制度
問保険課老人保健係電話366―7342

七
十
歳

（
寝
た
き
り
な
ど

の
人

は
六
十
五
歳
）
以
上
の
人
は
、
老

人

保
健
法
に
よ
っ
て
老
人
保
健
制

度
の
も
と
で
診
療
を
受
け
る
こ
と

に
な
り

ま
す
。

七
十
歳
に
な
る
ま
で
は
、
国
民

健
康
保
険
や
職
場
の
健
康
保
険

、

共

済
組
令

寺
の
加
入
者

（
被
保
険

者
や
扶
養
家
族
）
と
し
て
医
療
機

関
に
か
か
っ
て

い
ま
し
た

が
、
七

十

歳

に

な

る

と

誕

生

日

の

翌
月

か

ら

（
六

十

五

歳

以

上

で

寝

た

き

り

な

ど

の

人

は

、

市

長

が
認

定

し

た

日

の

翌

月

か

ら

）
、
健

康

手

帳

と

保

険

証

を

提

示

し

て

、
診

療

を
受

け

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

高

齢

化

と

老

人

医

療

費

昭

和
5
8
年

２
月

か

ら

始

ま

っ
た

老

人

保

健
制

度

に

よ

る
老

人

医

療

費

は

、
受

給

者

の
増

加

と

と

も

に

伸

び
て

い
ま

す

。
平

成
元

年

度

と

平
成
1
1
年
度
を
比
較
す
る
と
受
給

者
数
は
一
・
八
倍
、
老
人
医
療
費

総

額

は

二

・
六

倍

、
年

間

一

人

当

た
り
医
療
費
は
一
・
五
倍
に
な
っ

て

い
ま

す

。

高

齢

化

が
進

む
中

、

老

人

医

療

費

は

年

々
増

え

続

け

、

こ

の

ま

ま

推

移

し

て

い
く

と

、
老

人

保

健

制

度

を

運

営

す

る

の

は

ま

す

ま

す

厳

し

く

な

り

ま

す

。

高

齢

者

の

医

療

費
が
増
え
て
い
る
要
囚
と
し
て
は
、

生

活

習

慣

病

な

ど

の

慢

性

の

病

気

が
多

ぐ

受

診

率

も

高

い
こ

と

、
入

院

期

間

が
長

期

に

わ

た

り

や

す

い

こ

と

な

ど

が

あ

げ

ら

れ

ま

す

。

こ
の
夏
も
ハ
チ
に
ご
用
心
！
・

初
夏

か
ら
秋
に
か
け
て
、
ハ
チ

や
ハ
チ

の
巣
に
関
す
る
ご
要
望
が

多
く
寄
せ

ら
れ
ま
す
。
樹
木
、
木

の
ほ

ら
、
軒
下

、
天
井

裏
、
換
気

口

な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
と
こ
ろ
に

巣

を
作

り
ま
す
が
、

知

識
が
あ
れ
ば
、

ハ
チ
は
怖
い
生
き

物

で
は
あ
り

ま
せ

ん
。
そ

の
特
徴
を

知

っ
て
、

い
ざ
と

い
う

と
き
に
あ
わ

て

な
い
よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

。

市

内
で
見

ら
れ

る
ハ
チ
は
、
主
に

三
種

類
で
す
。

ミ
ツ

バ
チ

女
王

蜂
を
中

心
に
、
大
群
で
飛

び
回

る
こ
と

が
あ
り

ま
す
。
近
寄

っ
た
り
、

い
た
ず
ら
し
な

い
よ
う

に
し
ま
し

ょ
う

。
ア

シ
ナ

ガ

バ
チ

体

は

細

長

く

長

い
脚

を

ダ

ラ

リ

と

た

ら
し

て
、

巣

風

に

漂

う

よ
う

巣

は
円

す

ナ

い
形

や

、
平

た

ら

い
丸

形

で

、

六

角

形

の

蜂

の

巣

の
穴

が

よ
く

見

え

ま

す

。
巣

の

回

り

に

は

、

た

高
齢
期
を
健

や
か
に
過

ご
す

た

め
に

も
、
日

ご
ろ
か
ら
健
康
管
理

に
留

意
し

、
適
切
な
受
診
を
心

が

け

る
よ
う

に
し

ま
し

ょ
う
。

な
お
、
市
で
は
老
人
保

健
制

度

と
は
別
に
、
六
十
九
歳

の
人
を

対

象
に
医
療
費
助
成
を
、
ま

た
七

十

歳
以

上
の
人
に
は
老
人
医
療
法
外

援
護
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す

。

（
い
ず
れ
も
所
得
制

限
あ
り
）

詳
細
に
つ

い
て
は
、
高

齢
者
福

祉
課
（
電
話
3
6
6
・
7
3
4
6
）
ま
で

お
問

い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

年間一人当たり老人医療費（10 割）

（万円）額金
８

７

６

５

４

３

２
1

く
さ
ん

の
ハ
チ

が
群

が
っ
て
い
ま

す
。
ス

ズ
メ
バ
チ
に
比

べ
る
と
性

格
は
お
だ

や
か
で
す

が
、
気
に
な

る
場

所
に

で
き

て

い
る
場
合

や
、

大
き
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
き
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

ス
ズ
メ
バ
チ

体

の
大
き
な

ハ
チ

で
す
。
目

的

を
持

っ
て

い
る
か
の
よ
う

に
直
線

的
な
飛

び
方
を
し

ま
す

。
き
れ

い

な
し
ま
模
様
の
入
っ
た
巣
を
作
り
、

だ
ん
だ
ん
大
き
く

な
っ
て
ゆ
き
ま

す
。
近
寄

る
と

巣
を
守

る
た
め
に

攻
撃
し
て
き
ま
す

の
で
、
近
寄
ら

ず
、
す
ぐ

に
ご
連
絡
ぐ
だ
さ

い
。

刺
さ
れ

る
と

ア
レ
ル
ギ
ー
シ
ョ
ッ

ク
を
起
こ
す
こ

と
も
あ
り

ま
す
の

で
、
見

か
け
て

も
近

づ
か
な

い
よ

う
に
し
ま
し

ょ
う

。

老人医療受給者等の推移

平成元年度 平成8年度 平成9年度 平成10年度 平成11年度

受給者数 17,878人 26,221人 27,926人 29,629人 31,396人

人　 口 445,605人 455,168人 454,715人 456,262人 458,035人

受給者割合 4.096 5.8％ 6.1％ 6.5 % 6.9％

受診件数 280,145件 554,137件 614L,518件 687,573件763,938件

医療費総額(10割) 9,003,932千円 17,982,336千円19,312,679千円 20,937,759千円 23,363,541千円スズメバチの巣

※
飛
ん
で

い
る
ハ
チ
は
、
近

づ
か

な
け
れ

ば
、

い
た
ず
ら
に
襲

い

か
か

っ
て
く

る
こ
と

は
あ
り
ま

せ
ん
。
あ
わ
て

ず
に
、

ゆ
っ
く

り
と
ハ
チ

か
ら
遠

ざ
か
り
ま
し

問
す
ぐ
や
る
課
電
話
3
6
6
・
7
3
0
2

≪≪
雑

草

地

の

適

正

管

理

の

お

願

い
…
……

空き地の雑草は所有者の責任です市民農園利用者を募集

空
き
地

の
伸

び
す

ぎ
た
雑
草
は
近
隣

の
迷
惑

と
な

る
こ

と

が
あ
り

ま
す

。
空
き
地
等
の
所
有
者

（
管
理
者
）

は
雑

草

の
刈
り
取
り

に
ご
協
力
ぐ
だ
さ

い
。
市

で
は
草
刈
機

を

無
償

で
貸
し
出
し

て

い
ま
す
。

ま

た
、
左
表

の
雑
草
刈

り
取
り
業
者

の
あ
っ
せ

ん
も
行

い
ま
す

。

刈
取

り
料
金
（
一
平
方

メ
ー
ト

ル
当
た
り
・
税
別
）

年

一

回
　
　
　
　
　

六
十
円

年
二

回
　
　
　

計

百
円

※
搬
出
・
傾
斜
地
等
は
別
途
見
積
り
と
な
り
ま
す
。

※
早
刈
機
貸
し
出
し
に
つ
い
て
は
ハ
ケ
崎
詰
所
電
話
3
4
3
・
７

９
２
３

へ

問
環
境
保
全
課
環
境
衛
生
係
電
話
3
6
6
・
7
3
3
6

雑草刈取り業者指定一覧
案内図

業者名 電話番号

銜労協センター事業団 電話03―5978-2188

㈱六和建設工業 電話342-1977

千葉工務店 電話392-1327

富士興運㈱ 電話04７ー443-8833

㈲ユーキ商会 電話391-1326

㈲誠緑化興業 電話344-0670

サンエス商会 電話0471-93-3095

ベストビルサービス㈱電話341-2088

㈲白井環境サービス 電話047-492-0769

小金造園土木 電話047ー445-5282

㈱ハナノイ 電話346-4997

募集する市民農園…すずき市民農園

（案内図参照）

利用期間…6月15日金から平成15年

3月31日月（継続可）

対象･･･市内在住・在勤の人のいる世　

所在＝松戸市小金1185

帯（1世帯2 区画まで）

募集区画…90区画（1区画15㎡、抽

選）

使用料…年9,000 円（1区画）

※市民農園には自転車置場・水道等

の施設はありますが、駐車場や収

納施設はありません。

申6月２日出〔必着〕までに、往復ハガキに(1世帯1通)郵便番号・住所・氏

名・電話番号・利用区画数・返信用あて名･を記入して(返信ハガキの裏面に

は何も書かないでください)、〒270-0034松戸市新松戸7の54　鈴木明へ

※結果および詳細は、返信ハガキでお知らせします。

問みどりと花の課保全係電話366―7378

納

期

内

の

納

付

に

ご

協

力

を

５
月
3
1
日
木
は
軽
自
動
車
税
（
全

期
）
の
納
期
限
で
す
。
納

め
忘

れ
の

な

い
よ
う
に

お
願

い
し

ま
す

。

問
収
納
課
電
話
3
6
6
・
7
3
2
5

松

戸

市

男

女

共

同

参

画

推

進

協

議

会

を

開

催

５
月
3
1
日
木
午
後
６
時
3
0
分
～

８

時
3
0分

会
場
女
性

セ
ン
タ
ー

ゆ
う

ま
つ
ど
　

内
容
男
女
共
同
参

画

の
ま
ち
の
姿
、
そ
の
具
体
像
と

評
価

指
標
に

つ
い
て

※
傍
聴
希
望
の
人
は
、
会
議
開
催

日
ま
で
に
女
性
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

問
女
性
セ
ン
タ
ー
電
話
3
6
4
・
８
７
７

教

育

委

員

会

会

議

を

開

催

６
月
1
4日

水
午
後
２
時
か
ら

会
場
京
葉
ガ
ス
Ｆ

松
戸
ビ
ル
五
階

会

議
室

※
傍
聴
で
き
ま
す

。
議
案
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
教
育
青
貝
会
企
画
管
理
室
電
話
3
6
6

・
7
4
5
5

市

営

住

宅

入

居

者

募

集

申
込
晝
配
布
期
間
６
月
８
日
金

～
2
1
日
木
配
布
場
所
住
宅
課
・

各
支
所
受
付
期
間
６
月
1
5
日
金

～
2
2
日
金
受
付
場
所
市
役
所
本

館
一
階
第
一
・
二
会
議
室
（
土
・

日
曜
日
を

除
ぐ
）

※
入
居
資
格

な
ど
詳
細
は

、
広
報

ま

つ
ど
６
月
５
日
号

で
お
知
ら

せ
し

ま
す

。

問
住
宅
課
住
宅
政
策
係
電
話
3
6
6
・
７

薬

剤

の

無

償

交

付

と

噴

霧

器

の

貸

し

出

し

道

路

側
溝

や
排

水
路

か

ら
発

生

す

る
ユ

ス
リ

カ

、

ど

ぶ

ネ

ズ

ミ
等

を

駆

除

す

る

た

め

、
薬

剤

の

無

償

交

付

と

噴

霧

機

の

貸
し

出

し

を
行

い
ま

す

。

問
環
境
保
全
課
環
境
境
衛
生
係
電
話
3
6
6

・
7
3
3
6

ア

メ

リ

カ

シ

ロ

ヒ

ト

リ

の

簡

易

防

除

器

の

貸

し

出

し

と

薬

剤

の

無

償

交

付

期
間
６
月
１
日
金
９
月
７
日

金申
印
鑑
を
持
っ
て
直
接
、
農
政
課

（
電
話
3
6
6
・
7
3
2
8
）
ま
た
は
各
支

所
へ

母

子

家

庭

の

母

・

寡

婦

の

人

に

対

し

就

労

に

必

要

な

講

座

受

講

料

の

助

成

を

し

ま

す

対
象
母
子
家
庭
の
母
と
寡
婦
（
か

つ
て
母
子

家
庭
で
あ
っ
た
人
）

受
講
科
目
就
労
に
必
要
な
講
座
（
パ

ソ
コ

ン
・
簿
記

・
宅
建
で
一
人
一

講
座
）
　
受
講
場
所
松
戸
地
域
職

業
訓

練
セ
ン
タ
ー

（
テ

ク
ノ
2
1）

申
印
鑑
を
持
っ
て
直
接
、
児
童
福

祉
課
家
庭
支
援
係
（
電
話
3
6
6
・
7
3
4

7
）

へ

介

護

保

険

運

営

協

議

会

を

開

催

６
月
２
日
土
午
後
２
時
か
ら

会
場

市
役
所

新
館
七

階
大
会
議
室

※
傍
聴
で
き
ま
す
。
議
題
等
は
お

問
い
合

わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
介
護
支
援
課
電
話
3
6
6
・
7
3
7
0

図

書

館

分

館

が

お

休

み

し

ま

す
５
月
2
9
口
火
～
3
1
日
木
の
間
、

新
松
戸

・
二

十
世

紀
が
丘

・
松
飛

台
分
館
は
、

蔵
書
点

検
作
業

の
た

め
休
館
し
ま
す

。
な
お
、
図
書
館

本
館
お
よ

び
そ

の
他

の
分
館

は

、

通
常
通
り
開
館
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※
3
1口

は
館
内
整
理

の
た
め
全
館

休
館

と
な
り

ま
す
。

問
市
立
図
書
館
電
話
3
6
5
・
5
1
1
5

「
危

険

物
　

め

ざ
す

ゴ
ー

ル

は

無

災

害

」

６
月
３
日
日
～
９
日
土
は
危

険
物
安
全
週
間

で
す

問
消
防
局
予
防
課
電
話
3
6
3
・
１
１
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※タイトルが色刷りのものは、市等の主催です

［

］
和

紙

で

作

る

健

康

わ

ら

じ

教

室

６
月
1
1
日
月
午
前
1
0
時
～
午
後

１

時

会

場

ふ

れ

あ

い
2
2
（
健

康

福

祉

会

館

）
　

対

象

障

害

者

手

帳

を

持

っ
て

い

る
人

お

よ

び
そ

れ

に

準
ず
る
人
定
員
先
着
十
五
人

服

装

ズ

ボ

ン

・
靴

下

を

着

用

費

用

千
円

（
材

料

費

）

申
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
氏
名

・
電

話

（
あ

れ

ば

フ

ァ

ク

ス

も

）

番

号

を

記

入

し

て

、

健

康

福

祉
会

館
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
電
話
3
8
3
・

7
1
1
1
．
F
A
X
3
8
3
・
７
８
１
０
へ

［

］
家

庭

教

育

学

級

合

同

開

級

式

記

念

講

演

会

６
月
１
日
金
午
前
1
0
時
～
正
午

（
午
前
９
時
3
0分
開
場
）
　
会

場
市

民
会
館
　

内

容
演
題

「
家
庭
教
育

に

求

め
ら
れ

て

い
る

も
の
」
　
講

師
聖
徳
大

学
教
授

・
松
下

倶
子
氏

費
用
入
場

無
料

問
公
民
館
電
話
3
6
8
・
1
2
1
4

［

］
危

険

物

取

扱

者

保

安

講

習

（
義

務

講

習

）

７
月
５
日
木
午
前
９
時
5
0
分
～

午
後
Ｏ
時
5
0分

＝
給
油
取
扱
所

勤

務
者
、
午
後
１
時
4
0分
～
４

時
4
0

分

＝
給
油
取

扱
所
勤
務
者
以
外

会

場
ア
ミ
ュ
ゼ
柏

対
象
①

厄
険

物
取

扱
作
業
に
従
事
し
て

い
る
人

で
、
免
状
交
付

の
日
ま
た

は
講
習

を
受

け
た
日
か
ら
三
年
を

経
過
し

よ
う

と
す
る
人

②
免
状
所

持
者
で

希
望
す
る
人
　

費
用
四
千
七
百
円

（
県
収
入
証
紙
で
）

申
５
月
2
8
日
月
～
６
月
１
日
金
の

間
に
、
受
講
申
請
書
（
消
防
局
・

各
消
防
署
で
配
布
）
　・
免

状
・
県

収
入

証
紙

（
市
役
所
内
銀
行

・
東

葛

飾
支
庁

・
警
察
署
で
販

売
）

を

持
っ
て
松
戸
市
危
険
物
安
全

協
会

（
消
防
局
内
）
へ

問
消
防
局
予
防
課
電
話
3
6
3
・
１
１
１

［

］
文

学

連

続

講

座

「

論

語

」

に

学

ぶ

６
月
2
2
日
金
・
2
9
金
〔
全
二
回
〕

午

前

９

時
4
5
分

～
1
1
時
4
5
分
　

会

場

市

民
劇

場
　

テ

キ

ス
ト

「
論

語

の

人

間

学

」

プ
レ

ジ

デ
ン

ト

社

刊

講

師
中

国

文

学

者

・
守

屋

洋

氏

定

員
五

十
人

（
抽

選

）
　

春
用

無

料申
６
月
７
日
木
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢

・
電

話
番

号

・

テ
キ

ス

ト

購

入

希
望
の
有
無
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1

1
0
0
9
2

松

戸

市

松

戸

二

〇

六

〇
市
立
図
書
館
市
民
講
座
係
（
電
話

3
6
5
・
5
1
1
5

）
　へ

［

］
ハ

ー

モ

ニ

カ

無

料

講

習

会

６

月

６

日

水
午

後

１

時
3
0
分

～

３
時
3
0
分
・
８
日
金
午
後
６
時
～

８

時

会

場

市
民

会

館

内

容

初

心
者
・
中
級
者
ハ
ー
モ
ニ
カ
講
習

会※
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
な
い
人
は
申
し

込

み

時

に

購

入

で

き

ま

す

。

申
電
話
で
松
戸
ハ
ー
モ
ニ
カ
・
ア

ミ
ー
ゴ
・
佐
藤
電
話
3
8
5
・
3
2
5
5
へ

［
］
親

子

手

芸

教

室

６
月
９
日
土
午
後
１
時
～
２
時

3
0分
　

会
場

市
民
会
館
　

内
容
リ

ボ
ン
フ
ラ

ワ
ー
と

タ
オ
ル
で
作
る

ゾ

ウ
さ
ん
　

対

象
市
内
在

住
の
小

中
学
生
と
そ

の
保
護
者
　

定
員
先

着
五
十
人
　
持
ち
物
ハ
サ
ミ
・
ペ

ン
　
費
用
無
料

申
電
話
で
青
少
年
相
談
員
連
絡
協

議
会
（
こ
ど
も
課
内
）
電
話
3
6
6
・
7

4
6
4

へ

［
］
松

戸

青

年

社

交

ダ

ン

ス

初

心

者

講

習

会

６
月
５
日
・
1
2
日
・
1
9
日
・
2
6

日
の
各
火
曜
日
〔
全
四
回
〕
午
後

７
時
3
0分
～
９

時

会
場
常
盤
平

市
民
セ
ン

タ
ー
　
内
容

ブ
ル

ー
ス

・
ジ
ル

バ
の
初
心
者

講
習
会
　

対

象
三
十
歳
ま
で
の
人
　
費
用
千
円

申
電
話
で
松
戸
青
年
社
交
ダ
ン
ス

サ
ー
ク
ル
・
大
木
電
話
0
9
0
・
２
４
７

３

・
3
8
2
8

（
夜
間

の
み
）
へ

【
】
松
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
パ
ソ
コ
ン

講
座

講　座　名 日　時 定 員 ／費 用

初めてのWindows
6/4月)・8金・11月・15金・18

月・22金・25月・29金　午前
10人/24,000 円（20,000 円）

Word を使った文書作成講座 6/20(水・21木　午前・午後 9人712,000 円（10,000 円）

Excelを使った表計算講座 6/13水・14木　午前一午後 10人/712,000円（10,000円）

パソコンを使つてみよう

(対象60 歳以上)

6/18'月・19火

午後1 時30 分～4 時
6人/7,000円

※午前＝午前9時30分～午後O時30分、午後＝午後1時30分～4時30分

申5月25日金午前9時から､松戸地域職業訓練センター（小金原1の19の3電話349―3200)

窓 口へ費用を添えて直接

※費用のうち（　）内は当会員事業所または団体会員メンバーの場合です。受付開始時

に定員を超えた場合は抽選となります。

［
］
パ

ソ

コ

ン

を

使

わ

な

い

パ

ソ

コ

ン

講

座

５
月
3
1
日
木
午
前
1
0
時
～
正
午
、

６
月
２
日
(
土
)
午
後
１
時
～
３
時

会
場
松
戸
ま
ち
づ
く
り
父
流
室
テ

ン
ト
小
屋
（
東
葛
飾
合
同
庁
金
前

内
容

初
心

者

の

た

め

の

パ

ソ
コ

ン

基

礎

知

識

定

員
先

着

十

人
　

費

用

各
五

百

円

（
テ

キ

ス

ト

代

を

含

む

）

申
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
松
戸

Ｉ
Ｔ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
電
話
3
6
7
・
8
8

8
9
F
A
X
3
6
7
・
8
8
2
7
へ

［
］
パ

ソ

コ

ン

の

基

本

操

作

を

学

ぶ

講

座

５
月
3
1
日
木
午
後
１
時
～
３
時

会
場
松
戸
ま
ち
づ
く
り
父
流
室
テ

ン
ト
小

屋

（
東

葛
飾

合

同

庁
金

則
）

定
員
先
着
十
人
（
ノ
ー
ト
型
パ
ソ

コ

ン

を

持

ち

込

め

る
人

）
　
費

用

五

百

円

（
テ

キ

ス

ト
代

を

含

む
）

匣

電

話

ま

た

は

フ

ァ

ク
ス

で

松

戸

Ｉ
Ｔ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
電
話
3
6
7
・
8
8

8
9
F
A
X
3
6
7
・
8
8
2
7
へ

［
］
「

真

味

の

会

」

料

理

教

室

６
月
1
7
日
日
正
午
～
午
後
３
時

会

場

新

松

戸

市

民

セ

ン

タ

ー
　

内

容
若
さ
を
保
つ
食
事
　
費
用
七
百

円匣
６
月
一
１
１
月
ま
で
に
、
電
話
で

作
田
電
話
3
3
5
・
0
3
7
7
へ

「

」
ま

ち

づ

く

り

寺

子

屋

講

座

講座名 日時 会場 定員/費用

ドライフラワーの壁飾

り　麻布にドライフラ
ワーで風景を作る

トールベイントで小物
作りを！〔全3回〕
①キッチンマグネット

②プランタースティック

③キーフック

6/5火午前10
時～正午

①6/7木

②12火
③21木
各午前10 時～
正午

松戸
まち
づく
り交
流室
テン
ト小
屋（
東葛
飾合
同庁
舎前
）

先着18 人

2,500 円(材
料費等)

先着18 人

4,600 円(材
料費等)

ド クダミエッセンス

生のドクダミから作る

6/8金午前10

時30分～午後
O時30 分

先着18 人

1,500円( 材
料費等)

申電話またはファクスでテント小屋電話367ー8889FAX367-8827

「

」
パ

ー

ト

タ

イ

ム

労

働

ガ

イ

ダ

ン

ス

「

知

っ

て

お

き

た

い

法

律

と

税

金

の

知

識

」

６
月
５
日
火
午
後
１
時
3
0
分
～

２

時
3
0
分
　

会

場
女

性

セ

ン

タ

ー

ゆ
う

ま

つ

ど
　

内

容

就

職

時

に

確

認

し

て

お

き
た

い

労

働

条

件

や

パ

ー
ト

収

入

と

税

金

の

関

係

な

ど

を

わ
か

り

や

す
く

説
明

（
ガ

イ

ダ
ン

ス

終

了

後

個
別

相

談

に

も

応

じ

ま

す
）
　
講
師
財
2
1
世
紀
職
業
財
団

雇

用

管

理

ア

ド

バ
イ

ザ

ー

・
白

木

憲

一
郎

氏
　

対

象
こ

れ

か

ら

パ

ー

ト

タ
イ

マ

ー
で

働

き

た

い
人

・
現

在
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
で
働
い
て
い

る

人

定

員

先

着

二

十

人

（
う

ち

個
別
相
談
十
人
）
　
費
用
無
料

申
電
話
で
女
性
セ
ン
タ
ー
電
話
3
6
4
・

8
7
7
8

へ

［

］
雇

用

・

能

力

開

発

機

構

千

葉

セ

ン

タ

ー

委

託

講

習

会

コース名 日　時 ｺｰｽ 名 日　時

パ
ソ
コ
ン

基
礎

基工

礎ク
セ

ル

Ａ ２

Ａ７

Ａ ８

C  1

Ｃ４

6/18月～22金
午後1時30 分～5時 ワ

｜

ド

基

礎

Ｂ２ 6/25月～29金
午後1時30分～5 時

6/7木･8(金11(月～14木

午後６時～9時

6/25月卜29金､7/2月

午後6時～9時

6/4月卜8金

午後1時30 分～5時

Ｂ４ 6/7木･8金-11月～14休)
午後ら時～9時

Ｂ５ 6/25月～29金、7/2月
午後6時～9 時

Ｂ

７

6/16土・17日・23土午前9時30分
～午後4時30分

6/11(月卜15金

午後1時30分～5時
D  1

6/15金･18月～22金

午後6時～9時
Ｄ３
6/15金･18月～22金

午後6時～9 時

会
場
明
生

情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門

学
校

（
新
松
戸
）
　

対
象
在
職
者

定
員

各
コ
ー
ス
先
着
一
．十
人
　

費

用
一
コ
ー
ス
千
円

（
テ
キ
ス
ト
代

別
）
を
７
月

分
は
お
問

い
合

わ
せ
を

申
電
話
で
予
約
セ
ン
タ
ー
電
話
3
4
6
・

2
2
1
1

へ

［
］
き
も
の
文
化

講
座

①
６
月
１
日
金
②
６
月
８
日
金

③
６
月
1
2
日
火
④
６
月
3
0
日
土
各

午
後
１
時
3
0分
～
３
時

会
場
①

新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー
②
二
十
世

紀
が
丘
市
民
セ
ン
タ
士
⑤
稔
台
市

民
セ
ン
タ
ー
④
明
市
民
セ
ン
タ
ー

内
容
平
安
朝
の
き
も
の
・
十
二
単

着
装
ほ
か
　
費
用
無
料

問
財
民
族
衣
装
文
化
普
及
協
会
電
話

０
４
７
１
・
6
5・
0
0
0
5

［
］
柿

ノ

木

台

公

園

体

育

館

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

機

器

操

作

講

習

会

①
６
月
３
日
日
・
2
4
日
日
午
前

1
0
時
～
正
午
②
６
月
1
6
日
土
午
後

６
時
～
８
時
③
６
月
2
0
日
水
午
後

１
時
3
0分
～

３
時
3
0分
　

会
場

柿

ノ
木
台
公

園
体
育
館
ト
レ

ー
ニ
ン

グ
室
　
対
象
十
六
歳
以
上
の
人

持
ち
物
運
動
着
・
上
履
き
　
費
用

無
料
申
当
日
会
場
で

問
ス
ポ
ー
ツ
課
電
話
3
6
3
・
9
2
4
1

［

］
松

戸

市

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

大

会

６
月
2
3
日
土
、
７
月
１
日
日

会
場
運
動
公
園

体
育
館
ほ
か
　

対

象

審
判

の
で

き
る
人

が
二
人

い
る

巾

内
在
住

・
在

勤
の
チ
ー

ム
（
高

校
生

は
不
可

）
　

定
員
先
着
男
子

三
十
ニ
チ

ー
ム

・
女

子
十
六
チ

ー

ム
　
費
用
一
才
・
‐
‘
ム
三
千
円

※
６
月
1
1
日
月
午
後
７
時
か
ら
栗

ケ
沢
中

学
校
で
代
表

者
会

議
を

行
な

い
ま
す

。

申
６
月
２
日
(
土
)
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

ハ
ガ
キ
に
チ
ー
ム
名
・
男
女
の
別

・
代
表
者
氏
名

・
住
所

・
電
話
番

号
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
0
-
2
2
1

3
松
戸
市
五
香

八
の
一
九
の
八

松
戸
市

バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
協
会

・
浜
田
一
彦
（
栗

ケ
沢
中
学
校
内
、

電
話
3
4
1
・
5
1
7
8
）
　
へ

［
］
再

就

職

準

備

セ
ミ

ナ

ー
（
Ｒ

ｅ

・
Ｂ

ｅ

ワ

ー
ク

セ
ミ

ナ

ー
）

６
月
７
日
木
・
８
日
金
〔
全
二

回
〕
午

前
９
時
3
0分
～

午
後
Ｏ
時

3
0分

会
場
女
性

セ
ン
タ
ー
ゆ
う

ま

つ
ど
　
内

容
①
労
働

市
場
の
現

状
と
仕
事
の
探
し
方
②
再
就
職
を

と
り
ま
く
法
律

と
制
度
、
保
険
と

税
金
　

講
師
①
㈱
ア
イ

デ
ム
・
木

村

進
氏

②

雇
用
管

理
ア
ド
バ
イ

ザ

ー
ほ
か
対
象
再
就
職
を
希
望
し
、

「

」
全

国

健

康

福

祉

祭

広

島

大

会

（

二

〇

〇

一

ね

ん

り

ん

ピ

ッ

ク

）

の

出

場

者

を

募

集

大
会

期
間
1
0月

５
日

原
～

９
日

火
　
対
象
県
内
在
住
で
六
十
歳
以

上

の
人

（
一
部
の
種

目
に
つ

い
て

は
、
六

十
歳
未
満

で
も
可

）

※
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
を

問
財
千
葉
県
福
祉
ふ
れ
あ
い
財
団

長
寿
課
電
話
0
4
3
・
2
2
1
・
7
4
4
8

［

］
グ

ラ

ン

ド

ゴ

ル

フ

初

心

者

教

室６
月
３
日
日
〔
小
雨
決
行
・
雨

天

の
場

合

は
1
0
口

収

〕

午

前

９

時

～

午
後

１

時

会

場

栗

ヶ

沢

小

学

校
・
根
本
内
小
学
校
各
校
庭
　
費

用

百

円

（
保

険
料

を
含

む
）

匣

当

日

会

場

で

問
体
育
指
導
委
員
・
木
村
電
話
F
A
X
3
4
2

6
2
2
3

［
］
松

戸

市

ダ

ブ

ル

ス

ボ

ウ

リ

ン

グ

大

会

７
月
１
日
日
午
前
1
0
時
3
0
分
受

け
付
け

会

場
と

き
わ
平

ボ

ウ
リ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
対
象
市
内
在
住
・

在

勤
・
在
学
（
小

学
生
以
上
）
の

人
　
定
員
先
着
四
十
二
組
　
費
用

四
ゲ
ー
ム
一
人
二
千
五
百
円
（
小
・

中
・
高
校
生
は
千
六
百
円
）

※
二
人
八
ゲ
ー
ム
ト
ー
タ
ル
ピ
ン

で
順
位
決

定

匣
６
月
2
2
日
金
ま
で
に
、
二
人
分

の
費
用

を
添
え

て
、
市
内
各

ボ
ウ

リ
ン

グ
場

へ

問
松
戸
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
・
上

田
電
話
0
9
0
・
３
２
０
７
・
4
6
2
3

全
回
と
も
出
席

で
き
る
人
　

定
員

先
着
五
十
人
　
費
用
無
料

※
保
育
あ
り
、
一
歳
半
か
ら
就
学

前
ま
で

の
先
着

十
人

。
費
用

は

無
料
で
す

。

申
電
話
で
財
2
1
世
紀
職
業
財
団
千

葉
事
務
所
電
話
0
4
3
・
2
2
5
・
5
9
5
9

ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：

［
］
テ

ニ

ス

ダ

ブ

ル

ス

選

手

権

大

会①
７
月
１
日
日
午
前
９
時
か
ら

②
７
月
８
日
日
・
2
9
日
日
、
８
月

５
日
日
午
前
９
時
か
ら
　
会
場
栗

ヶ
沢
公

園
庭
球

場
　

種
目

①
一
般

男
子

②
一
般
男
子
・
女
子

、
壮

年

男
女

対

象
市
内
在

住
・
在
勤

・

在
ク
ラ
ブ
員
　
費
用
一
組
二
千
円

※
大
会
要
綱
・
申
し
込
み
用
紙
は
。

九
十
円

切
手
を
張

っ
た
返
信
用

封
筒
を
同
封
し

て
請
求

を

申
６
月
６
日
水
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

所
定
の
申
し
込
み
用
紙
で
、
〒
2
7
0

1
8
6
9
1

松
戸

北
郵
便

局
私
書

箱
一
二
号
松
戸
市
テ
ニ
ス
協
会

へ問
松
戸
市
テ
ニ
ス
協
会
・
平
木
電
話

F
A
X
3
3
0
・
4
1
1
2

【
】
一

輪

車

教

室

６
月
３
日
～
７
月
Ｉ
日
の
毎
週

日
曜
日

〔
全
五

回
〕

午
前
1
0時
～

正

午

会

場
運
動
公

園

対
象
小

学
生
　
定
員
先
着
四
十
人
　
費
用

無
料
申
直
接
ま
た
は
電
話
で
ス
ポ
ー
ツ

課
電
話
3
6
3
・
9
2
4
1
へ

［

］
こ

ど

も

ソ

フ

ト

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

教

室

６
月
２
日
～
3
0日

の
毎

週
土
曜

日

〔
全
五
回
〕

午
後

３
時
～
５
時

会
場
怖
ノ
木
台
公
園
体
育
館
競
技

場

対
象

小
学
生

定
員
先
着
五

十
人
　
費
用
無
料

申
直
接
ま
た
は
電
話
で
ス
ポ
ー
ツ

課
電
話
3
6
3
・
9
2
4
1
へ

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
講
演

情報

チャンネル
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【
】
テ

ク

ノ
2
1
地

域

ふ

れ

あ

い

ま

つ

り

５
月
2
6
日
土
・
2
7
日
日
午
前
９

時
～
午
後
４
時

会
場
松
戸
地
域

職
業
訓
練
セ
ン
タ

ー
（
テ

ク
ノ
2
1）

内
容
不
用
品

バ
ザ
ー
、
木
工

製
品

の
販
売
、
物
作
り
体
験
コ

ー
ナ
ー
、

住
宅

・
デ
ン
キ
の
相
談
コ

ー
ナ

ー

等問
松
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

電
話
3
4
9
・
3
2
0
0

【
】
奥

日

光

ハ

イ

キ

ン

グ

６
月
９
日
土
午
前
７
時
～
午
後

７
時
　
行
き
先
奥
日
光
光
徳
牧
場

周
辺
　

内

容
牧
場
周
辺

の
湖
沼

と

滝
を

め
ぐ
り
な

が
ら
、
約
五
時
問

か
け
て
徒
歩

で
植

物
ウ
オ
ッ
チ

ン

グ
を
す

る
　

対
象
六
十
歳
ま
で
の

人
　

費

用

三

千

三
百

円

（
貸

切

バ
ス
代

・
保

険
料
等

）

申
電
話
で
山
遊
塾
・
永
田
0
9
0
・
８

８
０

３
・
8
3
4
6

へ

［

］
常

盤

平

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

カ

ラ

オ

ケ

発

表

会

６
月
３
日
日
午
前
1
0
時
2
0
分
～

午

後
４

時
3
0分

会
場
常
盤
平
市

民
セ
ン
タ
ー
　
費
用
人
場
無
料

固
実
行
責
貝
会
・
杉
山
電
話
3
8
8
・
６

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

○

譲

り

ま

す

（
価

格

無

料

）

〔
木
製
家
具
学
習
机
（
い
す
な
し
）

二

点

・
学

習

机
（
い
す
付

き
二

点

◆

折

り

畳

み

式

座

卓

（
7
5
竹

×

㈲

㌢
×
3
3
㌢
）

〔
子

供
用

品
〕
す

べ
り
ム
ロ
ニ

点

◆

ベ

ビ

ー

バ
ス

◆

チ

ャ
イ

ル

ド

シ

ー
ト

◆

ク

ー

ハ

ン

（
ス

タ

ン

ド
付

き

）

◆

横

だ

き

用

だ

っ
こ

ひ

も
◆

ベ

ビ

ー
カ

ー

（
Ａ

・
Ｂ

両

用

）

〔
ス

ポ

ー
ツ

用

品

・
楽

器

〕
ピ

ア

ノ

［

］
プ

ラ

ネ

タ

リ

ウ

ム

新

番

組

「

火

星

人

は

い

な

か

っ

た

～

こ

れ

か

ら

の

火

星

探

査

～

」

投
影
日
６
月
２
日
土
～
７
月
2
9

日
日
の
土
・
日
曜
日
、
祝
日
　
投

影
時
間

一
回
約
五
十
分
　

会
場
市

民
会

館
プ
ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム
室
　

定

員
先

着
八
十
人
　

春
用

子

ど
も
三

卜
円

・
大
人
五
十
円

（
発

券
は
投

影
開
始
三

十
分
前

か
ら
）

※
投
影
開
始
時
刻
＝
日
曜
日
、
祝

日
、
第
二
・
四
土
曜
日
は
午
前

1
0時
・
午
後
１
時
3
0分

・
３
時

3
0
分
の
三
回
。
第
一
・
三
土
曜

日

は
午
後

の
み
二

回
。

※
団
体
（
二
十
人

以
上
）
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
市
民
会
館
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
室
電
話

3
6
8
・
1
2
3
7

【
】
松

戸

手

を

つ

な

ぐ

育

成

会

福

祉

バ

ザ

ー

６
月
９
日
土
午
前
1
0
時
～
午
後

Ｏ
時
3
0分

会
場
常
盤
平

市
民
セ

※
品

物
の
提
供
も
お
願

い
し
ま
す

（
品
物
に
よ
り
お
断
り
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
）
。
電
話
を
い
た

だ
け
れ
ば
お
伺

い
し
ま
す
。

問
松
戸
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
電
話
3
6
5

・
9
9
8
0

（
月
～
金
曜
日

の
午

前
1
0時
～

午
後
２
時
）

◆

ベ
ー
ス

ギ
タ

ー

申
５
月
2
9
日
㈹
〔
消
印
有
効
〕
ま

で
に
、
ハ

ガ
キ
に
希
望
品
名

（
品

［
］
住

宅

デ

ー

６
月
３
日
日
午
前
1
0
時
～
午
後

３
時

会
場
仲
井
町
公

園
、
小
金

原
公
園
ほ

か
　

内
容
わ
が
家
の
耐

震
診
断

・
増
改

築
・
営
繕
な
ど
の

住
宅
相

談
会

、
ま
な
板
削
り
・
包

丁

と

ぎ
、
子

ど
も
工

作
教
室
　

費

用
無
料

問
千
葉
土
建
松
戸
支
部
住
宅
デ

ー
実
行
委
員
会
電
話
3
6
8
・
7
7
0
0

「
」
ケ

ア

ハ

ウ

ス

「

リ

バ

ー

サ

イ

ド

ー
ヴ

ィ

ラ

」

バ

ザ

ー

６
月
1
0
日
日
午
前
1
0
時
3
0
分
～

午
後
１
時

会
場

ケ
ア
ハ
ウ
ス

ザ

バ
ー
サ

イ

ド

ー
ヴ
ィ
ラ

」
（
根
木

内
）
　

内
容
バ
ザ
ー
・
模
擬
店

Ｉ

バ
ザ
ー
用
品
の
提
供
大
歓
迎
（
取

り
に
伺

い
ま
す
）

問
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ー
ヴ
ィ
ラ
電
話
3
4
2

・
0
0
1
7

［
］
ホ

タ

ル

観

賞

会

６
月
８
日
金
・
９
日
土
午
後
７

時
3
0分
～
８
時
2
0分

会
場
2
1世

紀
の
森
と
広
場
（
中
央
口
か
ら
の

み
入
園
で
き
ま
す
）
　
費
用
無
料

※
東
駐
車
場
の
み
利
用
可
（
有
料
）

※
駐
車
場

が
混
雑
し
ま
す

の
で
、

な
る
べ
ぐ
徒
歩

か
バ
ス
を

ご
利

用
く
だ
さ

い
。

問
松
戸
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
電
話

3
8
4
・
8
2
8
0

（
月

～
金
曜
口

の

午
前
1
0時
～
午
後
４

時
）

連
絡

が
な

い
場
合

は
希

望
者
が

な
か

っ
た
こ
と
に

な
り

ま
す
。

物
一
点
に
つ
き
一
人
一
枚
）
住
所
　

○
次
回
掲
載
分
に
つ
い
て

・
氏
名
・
電
話
番
号
（
昼
間
お
勤

め
の

人
は

勤

め
先

の
電
話
番

号

）

を
記

入
し
て
、

〒
2
7
1
－
0
0
7
3

松
戸
市
小
根
本
七

の
八
京

葉

ガ
ス

Ｆ
松
戸
第
一
。ビ
ル
　
松

戸
市
役
所

消

費
生
活
課
へ

※
結
果
は
、
翌
月
５
日

ご
ろ
ま
で

に
抽
選
し
、
当
選
者

の
み
に
連

絡
し
ま
す
。
品
物
を

提
供
さ
れ

た
人
は
翌
月
1
5日

ご
ろ
ま
で
に

品
物
を

譲
り

た
い
人
は
、
５
月

2
9
日
火
ま
で
に
、
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ

い
二

人
三
点
ま
で
）
。

６
月
2
5日
号

に
掲
載
し
ま
す

。
価

格
は
す

べ
て
無
料
で
、
電
気
製
品

・
日
用

雑
貨
・
衣

料
品

・
食
料
品

・
自

転
車

な
ど
は
扱

い
ま
せ
ん

。

問
消
費
生
活
課
電
話
3
6
6
・
7
3
2
9

【
】
県

民

の

日

「
東

葛

ふ

る

さ

と

フ

ェ

ア

」

６
月
３
日
日
午
五
回
1
0
時
～
午
後

４
時

〔
雨
天

中
止
〕
　

会
場
柏
の

葉
公
園
（
柏
市
）
　
内
容
東
葛
飾

地

域
内

特
産

物
の
展
示

・
即

売

、

観
光
Ｐ
Ｒ
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

、

花
苗
無
料
配
布
、

県
政
Ｐ
Ｒ
等

問
県
東
葛
飾
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー

電
話
3
6
5
・
3
0
0
8

［

］
ラ

ー
ラ

ー
マ

ン

ド

リ

ン

ク

ラ

ブ

定

期

演

奏

会

５
月
2
7
日
日
乍
後
２
時
開
演

会

場
市
川
市

文
化
会
館

（
Ｊ
Ｒ
本

八
幡
駅
下

車
徒
歩
十
分
）
　

内
容

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
劇
場
支
配
人
序
曲
、

鈴

木
静
一
ス

ペ
イ
ン
第
二
組
曲
ほ

か
　
費
用
無
料

問
根
本
昔
3
6
3
・
4
7
2
7

【
】
花

季

展

示

会

５
月
2
9
口
火
～
６
月
３
日
日
午

前
８
時
～
午
後
７

時
　

会
場
運
動

公

園
体
育
館
　

内

容
会
員

お
よ

び

市
民
の
花
、
盆
養
盆
栽

の
品
評
会

費
用
無
料

問
松
戸
さ
つ
き
会
・
芦
田
電
話
3
6
2
・

［
］
フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

５
月
2
7
日
日
午
前
1
0
時
～
午
後

３
時

〔
雨
天

の
場
合

は
６
月

２
日

土
〕
会
場
伊
勢
丹
松
戸
店
前
広
場

※
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
出
店
者

も
募
集
し
て
東
罵

問
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
推
進
事
業
協

会
関
東
第
二
支
部
電
話
0
4
8
・
8
3
8
・
８

［

］
女

声

コ

上

フ
ス
「

調
」
十

周

年

記

念

コ

ン

サ

ー

ト

６
月
1
6
日
土
午
後
３
時
開
演

会

場
ア
ミ
ュ
ゼ
柏

内
容
組
曲
「
旅
」

全

曲

・
「
夏

の

思

い
出

」

ほ

か

費

用
五
百
円

問
望
月
登
0
4
7
・
4
4
5

・
4
1
6
5

［

］
無

料

法

律

相

談

５
月
2
8
日
月
午
前
1
0
時
～
１
１
時

3
0分

、

午

後

１

時

～

２

時
3
0
分

会

場

千

葉

地

方

家

庭

裁

判

所

松

戸

支
部
　
相
談
事
項
①
金
銭
・
不
動

産

・

交

通

事

故

等

の

民

事

上

の

紛

争

、

各

種

の

法

律

相

談

②

夫

婦

・

親

子

・

遺

産

・
少

年

の

非

行

等

家

庭

内

の

争

い

や

悩

み

事

※

希

望

者

多

数

の

と

き

は

、

応

じ

き

れ

な

い

場

合

が

あ

り

ま

す

。

問
千
葉
地
方
家
庭
裁
判
所
松
戸
支

部
電
話
3
6
8
・
5
1
4
1

【

】
保

育

フ

ェ

ア

６
月

９
日

剛
午
前
1
0時
～
午
後

３
時

会

場
六

高
台

保
育
園

内

容

バ
ザ
・
Ｉ
・
模

擬
店

・
お
茶
席

・

保

育

研

究

発

表
・
み
ん
な

で
遊
ぼ
う
・

楽
し
も
う
コ

ー
ナ
ー
・
育

児
相
談
コ

ー

ナ
ー
な
ど

問
六
高
台
保
育
園
・
岡
村
登
3
9
4
・

電話367-7810文化ホールギャラリー
期　間 内　　容 問い合わせ先

5/27日)まで 稔台文化祭30 周年記念展
稔台文化団体連絡協議会・坂本

電話 362-6640

5/29火～6/3日 墨恵書道展 大山　　　　　電話362-ワ192

5/30水卜6/8金 第21回松戸東葛地区高校美術展 市立松戸高校　　　電話385-3201

6/12火～24日 第36回松戸市美術展 教）社会教育課　　電話366-7462

開館時間…午前10時～午後６時　※月曜日は休館

［
］
酒

の

悩

み

ご

と

相

談

・

酒

害

家

族

教

室

６
月
７
日
木
・
2
1
日
木
①
相
談
＝

午
後
１
時
3
0分
～

３
時
②

教
室

＝

午
後
２
時
3
0分
～
４

時
3
0分
　

会

場
松
戸
保
健
所
内
容
①
ア
ル
コ

ー
ル
の
飲
み
方

に
心
配
の
あ
る
人

ま

た
そ

の
家

族
に
、
専
門
医
師

・

精
袖
楳

健
福
祉
相

談
員

・
保
健
婦

が
相
談

に
の
る
②
ア
ル
コ

ー
ル
依

存

症
者

を
抱
え

る
家
族
同
士
の
勉

強
と
話
し
合
い
　
費
用
用
無
料

※
予

約
制

申
電
話
で
松
戸
保
健
所
精
神
保
健

福
祉
課
電
話
3
6
1
・
2
1
2
1
へ

［
］
思
春
期
保
健
セ
ミ
ナ
ー
「
思

春
期
に
お
け
る
男
女
の
性
及

び
親
の
対
応
に
つ

い
て
」

６
月
2
8
口
木
午
前
1
0
時
～
正
午

会
場
市
民
劇
場
　
講
師
つ
く
ば
国

際
短
期
大
学
講
師
・
和
田
由
香
氏

対
象
思
春
期
の
子
ど
も
を
持
つ
親

定
員
先
着
三
百
人
　
費
用
無
料

※
保
育
あ
り
（
二
歳
以
上
、
十
五

人
ま
で
）

※
手
話
通
訳
あ
り

申
電
話
で
常
盤
平
保
健
福
祉
セ
ン

タ
１
電
話
3
8
4
・
1
3
3
3
へ

【
】
消

費

生

活

に

関

す

る

講

座

を

開

催

す

る

団

体

・

グ

ル

ー

プ

に

講

師

を

無

料

で

派

遣

日

時
応

相
談
　

開
催
時
間
二

時

間
程

度
　

会
場
希
望
す

る
集
会
所

（
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
も
開
催
で

き
ま
す
）
　
内
容
消
費
生

活
関

連

（
例
・
食
品
添
加

物
・
悪
徳
商
法
・

環
境
ホ
ル
モ
ン

・
整
理
と
収
納

・

介
護

保
険
ほ
か
）
　

対
象

お
お
む

ね
十
人
以
上
の
参
加

が
見
込

ま
れ

る
団
体

・
グ
ル

ー
プ

申
電
話
で
消
費
生
活
課
電
話
3
6
6
・
7

3
2
9

へ

［
］
健

康

体

操

体

験

教

室

６
月
１
日
脂
・
８
日
金
・
2
2
日

金
会
場
和
名
ケ
谷
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン

タ
ー
　
内
容
健
康
体

操
・
ス
ト

レ
ッ
チ
な
ど
　
費
用
一
回
五
百
円

申
電
話
で
柴
本
電
話
3
9
2
・
1
4
0
0

へ
［

］
食

生

活

講

座

日 時 内　 容

6/12火 午
健康と食生活について（お話し）

スピード料理（実習）

家族そろって生活習慣病を予防しよう

パー囗 （お話し）

野菜をいっぱい食べよう（実習）

家族そろって生活習慣病を予防しよう

パート２（お話し）

カルシウムを上手にとろう（実習）

健康づくりと運動・休養について（お

話し）

手軽にできるヨガ（実技）

19火

26火

7/ 3火

会
場
小
金
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー

対
象

本
講
座
を
初

め
て
受
け

る
人

定
員
先
着
三

十
人
　

持
ち
物
エ
プ

ロ
ン

こ
二
角

き
ん
・
ふ

き
ん
・
筆

記
用
具
　

呰
畠
班

料

申
電
話
で
小
金
保
健
祖
祉
セ
ン
タ

ー
電
話
3
4
6
・
5
6
0
1
へ

［

］
家

庭

児

童

相

談

家
庭

問
題

や
養

育
上

の
問

題
、

子

ど
も
の
し

つ
け
、
虐
待
し
て
し

ま
う
等
、
児
童
（
○
歳
～
十
八
歳
）

の
こ
と

で
悩

ん
だ
ら
、
一
度

ご
相

談
く
だ
さ

い
。
専
門
の
相
談
員

が

面

接
・
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
日
月

曜
日

～
金
曜
日
、
午

前
９
時
～
午
後
５

時

会

場
児
童

福
祉
課
内
家
庭
児
童
相

談
室

問
児
童
福
祉
課
電
話
3
6
6
・
7
3
4
7

［
］
日

本

語

教

材

イ

ラ

ス

ト

レ

ー

タ

ー

を

募

集

外
国
人
に
日
本
語
を

教
え

る
た

め

の
補
助
教
材
用
イ

ラ
ス
ト

や
イ

メ
Ｌ

ン
画
な

ど
の
作
成

に
協

力
し

［
］
口

腔

保

健

週

間

「

歯

の

健

康
チ

ェ

ッ

ク

」

６
月
２
日
土
午
後
１
時
3
0
分
～

３
時
会
場
中
央
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
容
歯
科
医
師
に
よ
る
診

査
、
歯
科
衛
生
士
に

よ
る
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
指
導
　
費
用
無
料

問
保
健
福
祉
課
保
健
係
電
話
3
6
6
・
７

【
】
エ

イ

ズ

に

関

す

る

相

談

・

H
I
V
抗
体
検
査

①
６
月
７
日
木
午
後
２
時
～
３

時
、
午
後
６
時
～
８

時
②
６
月
2
1

日
木
午
後
２
時
～
３
時
会
場
松

戸
保
健
所
　
結
果
交
付
十
三
日
後

費
用
無
料

※
匿
名
で

も
受

け
付

け
ま
す
。

問
松
戸
保
健
所
疾
病
対
策
課
電
話
3
6
1

・
２
１
２
１

［

］
一

般

健

康

相

談

が

予

約

制

に

６
月

か
ら
予
約
制
に
変
更
し

ま

す
。
予
約
は
当
月
分
を
毎
月

１
日

（
休
日

の
場
合

は
翌
口
）
か
ら
電

話

で
受

け
付

け
ま
す
。
職
場
に
提

出

す
る
定
期
検
診
は
、
別
に
予
約
し

て
く

だ
さ

い
。

問
松
戸
保
健
所
疾
病
対
策
課
電
話
3
6
1

・
２
１
２
１

て
く

れ
る
人
を
募

集
し

ま
す
。

申
電
話
で
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

会
・
佐
藤
電
話
3
6
3
・
3
8
0
2
（
月
・

水
・
金
曜
日
午
後
６
時
～
９
時
）
へ

［

］
土

屋

文

化

振

興

財

団

が

助

成

金

を

支

給

対

象
県
内

の
文
化

振
興
を
目
的

に
活

動

し

て

い
る

個
人

・
団

体

助
成
分
野
基
礎
医
学
・
伝
統
芸
能
・

伝
統
技
芸
・
音
楽
・
演
劇
・
絵
画
・

工
芸

・
彫
刻

・
ス

ポ
ー
ツ
　
助

成

金
一
件

に
付
き
百
万

円
以
内
　

募

集
期
間
６
月
１
日
金
～
８
月
１
日

水
贈
呈
式
1
1
月
１
日
木

問
財
土
屋
文
化
振
興
財
団
電
話
3
6
4
・

お
知
ら
せ

催
し
物



見に行こう

森のホール21

広報まつど 2001年(平成13年)5月25日

聴いてみよう　＝文化施設だより＝

電話384-5050

期　日 内　　容(☆は有料) 開演時間 問い合わせ先

5/27(日)
松戸つづみ連25周年記念公演

和太鼓の祭典
13:00 松戸つづみ連・鈴木　電話344-8971

30水 パパイヤ鈴木とおやじダンサーズ　 ☆ 18:30
ＭＩＮ－ＯＮチケットセンター

電話03-3226-9999

31木 パーシー・フェイスオーケストラ　 ☆ 18:30
森のホール21チケットセンター

電話384-3331

6/2土
アイリッシュ・ダンス

withサファリン・ゲールズ　　　 ☆
18:00 Ro-On　　　　　     電話365-9911

3(日)ジャズライン松戸2001　　　　　　 ☆ 14:00

18:00

森のホール21チケットセンター

電話384-3331

9

土

白鳥英美子withトワ エ モア　　　　☆ Ro-On　　　　　電話365-9911

10日
在宅ケアを支える診療所　全国ネット

ワ ーク　東葛大会　　　　　　　　 ☆
10:00 いろはら診療所・阿部電話347-6600

16(土)鼓菫　　　　　　　　　　　　　　 ☆ 18:00 Ro-On　　　　　　  電話365-9911

22金 グランディーバ　バレエ団　　　　 ☆ 19:00 Ro-On　　　　　　　電話365-9911

小
ホ

｜ル

6/2土
ジャズライン松戸2001　　　　　　 ☆

17:30 森のホール21チケットセンター

電話384-3331３(日 13:00

10(日)
よみがえる「活動大写真」

～弁士と生演奏付き無声映画～　　 ☆
14:00

森のホール21チケットセンター

電話384-3331

15金 児童アニメ映画会　　　　　　　　 ☆
10:00 ファミリーフィルム・松下

電話03-3419-726113:00

16(士)コール・モアコンサ一卜 14:00 コール・モア・森田　電話343-0232

16(士)ピアノ発表会 18:30 新川道子　　　　　　電話364-5955

17(日)森の室内楽　～ドイツ音楽の系譜～ ☆ 14:00
森のホール21チケットセンター

電話384-3331

23土
ファミリーのための名曲コン サート

高井滋陽バリトンコンサート　　　☆
14:00

13:30

松戸クラシック音楽を楽しむ会

電話367ｰ0939

､24(日)ピアノ発表会 武田彩子　　　　電話047－446-0

839※月曜日は休館（ただし 、祝日の場合は開館し 翌日休館）

市民劇場 電話368-0070

期日 内　　容(☆は有料) 開演時間 問い 合わせ先

5/26土 松戸くらしの助っ人5周年記念講演会☆ 14:30
松戸＜らしの助っ人・松下

電話340-3314

27(日)民謡まつリ 9:30 成清君静　　　　　　　電話385-7158

6/2土まつどピアノ教室発表会 14:00 佐藤園恵　　　　　　電話36ｰ4620

8

金

中央学院大学軽音楽部　春ライブ 16:30 五十里淳　　　電話090-4722-9

4719

土

ピアノ発表会 13:30 野中葉子　　　　　　　電話388-3938

10(日)30周年記念　日舞大会 10:30 稔台文化団体連絡協議会電話363-3185

16土 詩吟・詩舞発表会 9:30 松戸剣詩舞連合会　　　電話367ｰ6657

17(日)第７回　うたう生涯学習成果発表会 10:00 木曜歌謡サークル　　　電話388-2773

1

９火

健康カラオケコンテスト 18:00 健康カラオケ普及会　　電話341-3623

22金
中央学院大学フォークソング部定期演奏

会
16:00 高橋佑介　　　　　　　電話386-5895

23土 ピアノ発表会 １６:00笹田圭子　　　　　　　電話364一1424

24(日)第13回　ピアノコンサート& 発表会 13:00 大武千恵子　　　　　　電話391ｰ4866

※月曜日は休館（ただし 、祝日の場合は開館し翌日休館）

21世紀の森と広場パークセンター 電話345-8900

期　　間 内　　容

展

小
5/27(日)まで

ふしぎな花倶楽部押花一花たちの語らい展

押花「アトリエ敏」

観
6/ 3(日)午前10時～11時30分 バードウォッチング　講師自然解説員・今村裕之氏

6/ 9(土)午前10時～11時30分 昆虫ウオツチンゲ　講師自然解説員・前園泰徳氏

6/24(日)午前10時～11時30分 野草ウオッチング　講師自然解説員・川端祥子氏

申当日パークセンターで　定員先着25人　費用無料　〔雨天中止〕

相
談

毎週水・土・日曜日と祝日、午前10

時～正午と午後1時～3時30分

みどりの相談員による花や碌に関する相談（電話で

も受け付けます）
開館時間…午前9時～午後４時30分

※月曜日は休館（ただし、祝日の場合は開館し翌日休館）

救急医療体制
健康保険証をお忘れなく

◆ テレ ホン案 内 サービ ス

〔当日の医療機関(待機病院休日在宅

当直 医､ 夜間急病診療 所､ 休日土曜日夜

間歯 科診療所 等) を案 内し て いま す〕

電話366－0010

平日午後４時30分～翌日午前9時

休日 と土 曜 午前9 時～翌 日午前９時

◆夜間急病診療所　　電話368-3756

衛生会館内　毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

電話365-3430

衛生会館内　午後８時～11 時

市民会館

松戸市の市外局番は047 です

368-1237

期日 内　　 容 開演時間 問い合 わせ先

5/27( 日) 松戸民踊連合舞踊会 10:00 松戸民踊連合会・渋谷　電話346－2255

6/ 3(日)川椿連合民謡発表会 10:00 川椿連合宮本会・川崎　電話342-0256

9

土

県立松戸六実高校　吹奏楽部定期演奏会 15:30 県立松戸六実高校　　　電話３８５－5791

10(日)合唱交歓会 13:00 松戸市音楽協会・大沢　電話367-1798

17(日)立詩吟舞踊愛好会　舞踊４５周年大会 9:30

13:30

立詩吟舞踊愛好会・立　電話387ー3795

19火
松戸市老人クラブ連合会　県老連特選演

芸会
松戸市老人クラブ連合会電話366一7346

24（日）若生舞踊連合会発表会 9:30 若生舞踊連合会・石田　電話344-222７

※月曜日は休館（ただし 祝日の場合は開館し翌日休館）

博物館（21世紀の森と広場内） 
384-8181

期　　間 内　　　　　 容

6/1銜金24(日)午後1時１５

分 ・３時15 分から上 映

(土･ 日曜日 、祝日 一休日

は午前11時からも上映)

ハイビジョン映像「 映像詩　里山」＜上映時間49 分＞

会場講堂　観覧無料

ﾜ月＝「トンボ王国～桶ヶ谷　沼の夏」＜上映時間44 分＞

8月＝「サンゴの海に生命の輝きを見た～沖縄一慶良間諸島」＜上映時

間44 分＞

6/10日まで

館蔵資料展｢ 文化財を治す～幸谷観音奉納板絵の修復～｣

内容馬の守り神として知られている幸谷観音(福昌寺)に奉納された献

額や絵馬などの板絵23 点を修復の過程も見せながら紹介し ます　会場

企画展示室　観覧無料

江戸時代旅装束試着体験毎月第１日曜日午後1時・2時・3時・4時から各回男女各1人
申電話で試着体験係電話384-82ﾜ2へ

休館日月曜日（ただし、祝日の場合は開館し翌日休館）・第4金曜日一年末年始(12/28～1/4）

開館時間午前9時30分～午後5時（入館は午後4時30分まで）常設展示観覧料一般300円(240円）、

高一大学生150円（100円」小・中学生100円（60円）〔（　　）内は団体料金/20人以上〕

※毎 月第2 ・4 土曜 日は常 設 ・特別 展とも 小 ・中学 生の観 覧は 無料 です 。

ガイドツアー（常設展示解説）毎日午前10時・午後2時から30分間（参加者は観覧料が必要です）

学芸員による展示スポット解説毎週日曜日午後2時3O分から20分間（参加者は観覧料が必要です）

※来 館者専 用の 駐車 場はあ り ません ので 、21 世紀 の森と 広場 の有 料駐 車場をご利 用＜ださ い 。

※6/25(月)から７/2月よでは薫蒸作業のため休館します。

戸定歴史館 電話362-2050

期　間 内　　　容

6/10( 日)まで 戸定邸を巡る人々　一趣味と生活－

6/22金～9/2(日)

小中学生のための歴史展示

戸定邸の主、徳川昭武は少年時代に江戸幕府の将軍の代理として、1867年パ

リ万博に派遣されました。今の学年で言うと、中学1年から3 年生の時の出来事

です。130年前の少年が経験した世紀の大イベントを中心に、将軍の弟に生ま
れた昭武の生涯をたとり ます。会場には 、小中学生の人向けのワークシートも

用意してあります。気軽に、楽しく歴史に親し んでください。

開館時間…午前9時30分～午後５時(入館は午後４時30分まで､月曜日は休館。ただし、祝日・休

日の場合は開館し翌日休館)
入館料…戸定邸・歴史館共通入館券一般240円(200円)、高・大学生160円(120円)小・中学生

80円(60円)個別入館券一般１５０円(120円)､高・大学生100円(80円)､小･中学生50円(40円)〔(　)

内は団体料金/20人以上〕

※毎月第2 ・4土曜日は小・中学生の観覧は無料です。

※6/12火)から6/21木までは展示替えのため、歴史館展示室は閉室となりますが、戸定邸

は通常通りご覧になれます。

松戸駅市民ギャラリー市社会教育課　電話366-7462

期間 6/7休)まで 6/8金～6/23土 6/24日～7/5木

東
油絵個展

問加藤電話386―6210

ポリマクレイアート
問矢野電話344-733
4

第36回松戸市美術展受賞者作

品展

問社会教育課３６６－７４６２電話西
墨絵リんどうの会作品展

問和田電話362-093４

第5回プリマベラ作品展

問佐藤電話385-6７93

文化ホール ギャラリーの催し物は7面をご覧く ださい

○お気軽にご相談＜ださい　６月の相談あんない○ ※相談は すべて無料で す。閉庁日の相談はありません。

住宅課 電話366―7366、商工観光課 電話366-7327

相談 名 期　 日 時　 間 会　 場 問 相談 名 期　 日 時　 間 会　 場 問

市政一 般
月～金曜日

午前8時30分～午後5時
市民相談課

市民相談
課366
-731
9 ※一
般相談＝
金銭・身
の上・相
続・離婚
等家庭問
題の相談

人権相談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談ｺｰﾅｰ千葉地
方法務
局松戸
支局
福祉事
務所援
護係
366
-73
49

交 通事故 午前9時～午後5時 4(月) 馬橋 支所

六 実支所5火

5火
法律相談

(予約制)

月･火休曜日 午後1時～5時 市役所相談コ
ーナー 小金支 所

第1月曜日 午前9時～正午
6水 常盤 平 支 所

新松戸市民ｾﾝﾀｰ

小金原市民ｾﾝﾀｰ

税務相談 第2金曜日 市役所相談コーナー
6水

登記相談 7木

行政相談 [第2・第4月曜日 午後1時～3時 ※人権相談は干葉地方法務局松戸支局(電話363-6278)でも行っています。

不動産相談 水１日‾ 「 午後1時～5時 心

配

ごと 相

談

第1～第4金曜日

4(月)

市役所相談ｺｰﾅｰ　
社会福祉
協議
会 
36
5-
05
03

外国人相

談

第2第4火

曜日

午前9時～正午

午前10時～午後3時

馬橋支 所

住宅リフォ
ーム

第3水曜日 午前10～午後4時         
住宅課

5火 六実支 所

小金支 所5火
労働相談 第1・第3月曜日 午後1時～5時　　　商工観光労政係

6水・20水 常盤平支所
労働・女性就業相談は東葛飾支庁商工労政課(電話361-4089)でも行っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　課労政係

ています

6水・20水 新松戸市民センター

巡回年金相
談

一 一
匚　１(金)

5火

8(金)

12火

一一一一一一一一一一
15(金)

19(火)

22(金）

26(火)

午前10時～午後3時

常盤平支所

国民
年金
課電
話3
66
-7
35
2

7木・21木 小金原市民センター

痴 ほ う 介 護 相 談 22金 午 後1 時 ～3 時

-小 金 支 所
ゆ う ま つ ど

ここ ろの相 談

(予約制)

第1 ～第4 月曜日

第2 ～第4 木曜日
午前10時～午時4時

午後2時～8時

女 性 セ ン タ ー

（ 相 談 室 直 通 ）

電話363-0505

小金原支所

馬 橋 支 所
第1木曜日

六実支所

パート労働悩みごと相談
5火

午後1時30分～

午後4時30分

女 性 セ ン タ ー

＿電話364－87

78教育研究所(相談専用)

電話366-7600

新松戸支所

矢 切 支 所 就 学相談( 予約制)
月～金曜日 午前9時～正午・

午後1時30分～4時30分東 部 支 所
教 育相談( 予約制)

青 少年相談( 電 話)
月 ～ 金 曜 日

午前8時30分～　　｜　　こ ども 課

午後4時30分　　電話363-7867消費生活相

談子育て相談

月～金曜日　|午前8時30分～午後4時

月～金曜日　午前8時30分～午後5時

消費生活ｾﾝﾀｰ
電話365-6565

北松戸保育所内電話367-4646青 少年相談( 来所)

〔予 約制〕 午前9時～午後5時
こ ども 課

電話366-7464六高台保育園内電話394-5590
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